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今月号の主な内容
阿南市の花　ひまわり

友との再会を喜び合い、夢・希望に向かって新たな出発点に立った新成人たち。がんばれ！
阿南市では883人が大人の仲間入りをしました。　　　　（1月 11 日阿南市民会館にて撮影）
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災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と
身
体
、
財
産
を
守
り
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、

新
春
恒
例
の
阿
南
市
消
防
出
初
式
が
１
月
11
日
㈰
、
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
へ
の
意
識
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
参
集
し
た

消
防
職
員
並
び
に
団
員
約
６
０
０
人
を
前
に
岩
浅
市
長
は
、

「
一
人
で
も
多
く
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
、
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
、

ま
す
ま
す
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞
。

続
い
て
、
中
川　

正
消
防
団
長
よ
り
訓
示
が
行
わ
れ
た
後
、

長
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の
方
々
に
対
し
て
、

表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
松
本
宏
幸
（
富
岡
分
団
）
▼
岡
本

孝
司
・
田
中
辰
男
（
以
上
中
野
島
分

団
）
▼
鎌
田
幸
雄
（
宝
田
分
団
）
▼

神
元
清
美
（
長
生
分
団
）
▼
池
田
洋

一
・
髙
橋
政
則
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
山
本
茂
晴
・
久
保
浩
二
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
尾
﨑
智
視
・
中
川
満

雄
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
湯
村
和

雄
・
髙
橋
次
郎
（
以
上
橘
分
団
）
▼

大
羽
雅
之
・
加
藤
嘉
則
（
以
上
桑
野

分
団
）
▼
髙
井
彰
郎
（
新
野
分
団
）

▼
泰
地
寛
司
・
三
間
泰
裕
（
以
上
福

井
分
団
）
▼
宮
崎
明
芳
・
折
野　

靖

（
以
上
椿
分
団
）
▼
玉
西
隆
治
・
清

野
良
昭
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
飯

沼
康
彦
・
喜
田
英
次
（
以
上
羽
ノ
浦

分
団
）
▼
乾　

庫
介
・
中
島
良
一
（
以

上
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
表
彰

（
功
績
章
）

▼
山
下
耕
司
（
富
岡
分
団
）
▼
田
中

辰
男
（
中
野
島
分
団
）
▼
湯
浅
茂
樹

（
宝
田
分
団
）
▼
森　

一
高
（
長
生

分
団
▼
大
西
公
龍
（
大
野
分
団
）
▼

髙
谷
英
喜
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
森　

雅
志
・
三
木
野
文
秋
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
湯
村
和
雄
・
髙
橋
次
郎
（
以

上
橘
分
団
）
▼
加
藤
嘉
則
（
桑
野
分

団
）
▼
中
原
幸
志
郎
（
新
野
分
団
）

▼
堂
本
祐
司
（
福
井
分
団
）
▼
竹
内

　

操
（
椿
分
団
）
▼
福
島　

勉
（
那

賀
川
分
団
）
▼
飯
沼
康
彦
（
羽
ノ
浦

分
団
）

（
精
績
章
）

▼
山
下　

公
・
松
本
宏
幸
・
小
松
一

郎
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
山
本
昭
弘
・

泉　

宜
礼
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

山
ノ
井
秀
宏
・
美
馬
佳
久
（
以
上
宝

田
分
団
）
▼
岡
久　

隆
・
久
積
和
仁

（
以
上
長
生
分
団
）
▼
小
谷
泉
司
・

長
池
茂
人
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
谷

　

光
二
・
原　

宏
明
（
以
上
加
茂
谷

分
団
）
▼
尾
﨑
智
視
・
中
川
満
雄
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
吉
原
純
也
・
角

元
寛
治
（
以
上
橘
分
団
）
▼
井
上
利

宜
・
畠
山
繁
輝
（
以
上
桑
野
分
団
）

▼
瀬
藤
照
悦
・
野
々
宮
秀
州
・
坂
田

忠
博
・
森　

稔
則
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
井
馬
輝
郎
・
三
間
泰
裕
（
以
上
福

井
分
団
）
▼
西
内　

弘
・
川
西
藤
彦
・

川
西
光
志
（
以
上
椿
分
団
）
▼
角
田

阿
南
市
消
防
出
初
式

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
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※
氏
名
の
表
記
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能

な
限
り
人
名
用
漢
字
を
基
本
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
部
に
つ
き
ま
し
て
は
常
用
漢

字
を
用
い
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

正
男
・
田
上
順
治
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
岡
本
裕
之
・
友
成
保
宏
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
遠
藤
仁
志
・
檜　

光
弘
・
田
上
哲

司
・
高
原
育
司
・
岡　
　

一
・
山
岡

　

諭
・
小
川
公
明
（
以
上
富
岡
分
団
）

▼
山
ノ
井
秀
宏
（
宝
田
分
団
）
▼
秋

田
義
文
・
小
山
裕
也
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
村
橋
哲
次
・
森　

和
也
（
以

上
大
野
分
団
）
▼
中
田
恭
文
（
加
茂

谷
分
団
）
▼
米
田　

裕
・
米
田
雄
二
・

森　

祐
人
・
横
手
善
仁
・
大
西
博
晃
・

中
西　

潤
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼

四
宮　

浩
・
川
西　

亘
（
以
上
橘
分

団
）
▼
廣
田　

明
・
下
野
嘉
則
・
道

上
昌
資
・
黒
岩　

昇
・
樫
原
誠
治
（
以

上
桑
野
分
団
）
▼
井
坂
浩
一
・
亀
尾

重
喜
・
松
本
光
弘
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
神
野
房
弘
（
椿
分
団
）
▼
福
川
和

義
・
濱
田
義
弘
・
田
中
貴
之
（
以
上

那
賀
川
分
団
）
▼
武
田　

進
・
岩
佐

義
弘
・
佐
野
裕
司
・
岩
佐
洋
志
・
森

田
照
幸
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
稲
田
佳
恵
（
女
性
消
防
班
）
▼
伊

藤　

透
・
品
川
浩
一
（
以
上
富
岡
分

団
）
▼
小
笠
一
博
・
吉
成
誠
司
（
以

上
中
野
島
分
団
）
▼
米
田
章
法
・
厚

田
遠
一
郎
・
汐
﨑
満
文
・
山
澤
直
樹
・

湯
浅　

覚
（
以
上
宝
田
分
団
）
▼
喜

田
武
志
・
蔭
山
雅
之
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
福
井　

勲
・
山
田　

聡
・
坂

本
哲
也
・
美
馬
徹
也
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
奥
田
里
志
・
湯
浅
悦
児
・
國

貞
昭
博
・
野
村
浩
史
・
竹
内
一
洋
・

阿
竹
博
紀
・
吉
田　

陽
・
湯
浅
喜
文
・

湯
浅
元
大
・
湯
浅
逸
人
・
森　

栄
治
・

曽
我
井
和
朗
・
井
澤
秀
一
・
日
下　

洋
・
谷　

真
史
・
近
藤
慎
也
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
土
橋
孝
理
・
亀
谷

直
樹
・
横
手
直
樹
・
山
川
博
工
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
丸
山
和
也
・
岩

佐
和
幸
・
中
西
雅
英
・
甘
利
宏
志
・

岡
部
哲
也
（
以
上
橘
分
団
）
▼
鎌
田

直
彦
・
佐
野　

守
（
以
上
桑
野
分
団
）

▼
久
保
上
哲
良
・
近
藤
考
德
（
以
上

新
野
分
団
）
▼
湯
浅
将
由
・
吉
崎
弘

明
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
藤
目　

僚
・

中
田
和
也
・
平
尾
義
徳
・
川
西　

徹
・

神
野　

太
・
岡
本
幸
広
・
川
西
祐
作

（
以
上
椿
分
団
）
▼
新
居
靖
志
・
堀

　

昌
宏
・
鶴
羽
信
廣
・
西
岡
伸
啓
・

谷
澤　

誠
・
小
松
欣
徳
・
松
岡　

賦
・

大
坂
悟
司
・
田
上
祐
史
（
以
上
那
賀

川
分
団
）
▼
多
田
紀
普
・
大
川
康
宏
・

尾
﨑
正
和
・
浜
田
和
樹
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
功
績
章

（
第
26
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
入

賞
）

▼
ポ
ン
プ
車
の
部
第
４
位　

田
中
辰

男
・
吉
田
成
位
・
中
田
将
規
・
松
川

貴
嗣
・
西
川
武
彦
・
吉
田
功
一
（
以

上
中
野
島
分
団
第
１
班
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部
第
１
位　

谷　

真
澄
・
松
崎　

崇
・
森　

政
行
・
奥

田
和
也
・
仁
木
孝
亮
（
以
上
加
茂
谷

分
団
第
１
班
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部
第
２
位　

須
藤

修
司
・
片
山　

修
・
天
野
善
大
・
原

　

誠
一
・
小
久
見
雄
一
（
加
茂
谷
分

団
第
６
班
）

徳
島
県
消
防
協
会
長

　
　
　

内
助
功
績
感
謝
状

▼
中
川
育
子
（
団
本
部
）
▼
品
川
久

美
子
・
小
松
和
美
（
以
上
富
岡
分
団
）

▼
岩
佐
民
江
（
宝
田
分
団
）
▼
岡
下

裕
子
・
勢
合
美
枝
子
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
宮
繁
敏
美
・
湯
村
繁
美
・

太
尾
時
美
（
以
上
橘
分
団
）
▼
江
本

　

瞳
（
桑
野
分
団
）
▼
野
々
宮
直
子
・

坂
田
益
美
・
呉
羽
慶
子
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
川
西
千
重
子
（
椿
分
団
）

▼
西
尾
美
壽
（
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

▼
加
茂
谷
分
団
▼
見
能
林
分
団

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
山
下
里
香
・
新
居
志
津
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
松
田
福
美
（
中
野
島
分

団
）
▼
田
中
美
智
代
・
小
川
フ
ロ
リ

ン
ダ
，
ブ
カ
リ
ン
・
福
井
知
江
美
・

松
田
五
十
鈴
・
神
元
照
美
・
岡　

友

子
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
横
坂
千
鶴

子
・
天
羽
和
枝
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
河
野
ま
り
子
・
佐
々
木
奈
穗
美
・

森　

晴
美
・
阿
竹
三
恵
（
以
上
加
茂

谷
分
団
）
▼
喜
多
ひ
ろ
み
（
見
能
林

分
団
）
▼
井
坂
智
子
・
二
宮
泰
子
・

前
田
貞
子
・
桑
田
美
穂
・
山
腰
雅
代
・

大
羽
美
貴
代
・
山
西
明
子
（
以
上
桑

野
分
団
）
▼
谷
村
淳
子
・
加
茂
寿
子
・

亀
井
隆
代
・
中
原
友
子
・
青
江
章
代
・

上
田
八
重
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
日

下
美
恵
子
（
福
井
分
団
）
▼
撫
養
千

恵
（
椿
分
団
）
▼
福
島
啓
子
・
玉
西

志
摩
子
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
喜

田
美
千
代
・
多
田
公
美
子
・
大
下
礼

子
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
土
佐
野
康
生
・
木
下　

明
（
以
上

椿
泊
町
）

（
物
心
両
面
協
力
者
）

▼
中
川
勝
睦
（
椿
泊
町
）

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状
（
無
火
災
）

▼
宝
田
分
団
▼
加
茂
谷
分
団
▼
桑
野

分
団	

	
	

	
	

▲長年にわたり、団員を支えた家族に対して、内助功績感謝状が贈られた。
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昨
年
の
８
月
23
日
か
ら
12
月
21
日

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
市
体
育

祭
。開
催
さ
れ
た
21
競
技
に
対
し
て
、

総
勢
３
，
３
９
０
人
も
の
方
々
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
素
晴

ら
し
い
結
果
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

優
勝
者
と
優
勝
団
体
（
競
技
に

よ
っ
て
は
優
秀
者
を
含
む
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（　

）
は
所
属
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

中
学
校
男
子　

三
宅
・
池
田
（
阿
南

中
）
▼
同
女
子　

武
田
・
大
津
（
阿

南
中
）
▼
一
般
男
子
Ａ　

稲
村
・
桝

井
（
阿
南
工
Ｏ
Ｂ
）　

▼
一
般
男
子

Ｂ　

清
水
・
黒
川
（
阿
南
工
）　

▼

壮
年
男
子　

蔭
原
・
峯（
コ
ー
ト
ベ
ー

ル
ク
・
阿
南
ク
）　

▼
同
女
子　

大

栗
・
宮
木
（
ト
マ
ト
・
那
賀
川
ク
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

小
四
年
以
下　

森
吉
瑠
璃
子
（
横
見

小
）　

▼
小
五
・
六
年　

松
原
勇
太

（
富
岡
小
）　

▼
中
学
男
子　

大
西　

樹
（
阿
南
一
中
）　

▼
同
女
子　

枇

杷
谷
優
理
（
阿
南
中
）　

▼
一
般
男

子　

高
木
・
上
地
（
日
亜
）　

▼
同

女
子　

桑
原
・
三
原
（
シ
オ
ン
）　

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部　

松
本　

憧

（
徳
島
商
）　

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２

部　

西
平
知
加
（
長
生
ク
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　

植
田
彩

貴
・
田
中
絵
梨　

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

２
部　

西
平
知
加
・
森
内
和
子　

▼

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部　

宮
脇　

亨

（
ア
ル
ボ
レ
ッ
ク
ス
）　

▼
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
２
部　

近
久
勝
哉
（
四
国
大

学
）　

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
部　

中
野
祐
弥
（
ド
リ
ー
ム
）　

▼
男
子

ダ
ブ
ル
ス
１
部　

久
保
見
卓
・
谷
圭

一
郎　

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

中

野
祐
弥
・
福
山
準
人　

▼
男
子
ダ
ブ

ル
ス
３
部　

松
本
公
樹
・
浜
本
幸
伯

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

一
般
男
子　

日
亜
Ｒ
Ｅ
Ｄ　

▼
壮
年

見
能
林
体
協　

▼
実
年　

大
野
体

協
・
桑
野
体
協　

▼
レ
デ
ィ
ー
ス　

富
岡
体
協
チ
ェ
リ
ー

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】　

総
合　

那
賀
川

【
サ
ッ
カ
ー
】　

Ｕ
‐
10　

ソ
シ
オ
ス
Ｃ
１　

▼
Ｕ
‐

12　

今
津
Ｓ
Ｃ

【
剣
　
道
】

小
学
校
団
体　

徳
島
至
誠
館　

▼
小

学
校
個
人　

西
岡
楓
賀
（
阿
南
）　

▼
中
学
校
男
子
団
体　

羽
ノ
浦
中
学

校　

▼
中
学
校
男
子
個
人　

川
尻
智

樹
（
羽
ノ
浦
）　

▼
中
学
校
女
子
団

体　

那
賀
川
中
学
校　

▼
中
学
校
女

子
個
人　

山
本　

悠
（
那
賀
川
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子　

中
野
島
体
協　

▼
女
子　

富

岡
体
協　

【
銃
剣
道
】

一
般　

東
川　

均
（
羽
ノ
浦
）　

▼

高
齢　

玉
田　

登
（
椿
）　

▼
短
剣

　

戸
田
優
禎
（
桑
野
）

【
柔
　
道
】

◎
個
人
の
部　

幼
児　

樋
富
力
斗　

▼
一
年　

藤
目
桃
花　

▼
二
年　

清

原
和
斗　

▼
三
年　

槙
内
悠
介　

▼

四
年　

青
木
優
大　

▼
五
年　

山
下

　

快　

▼
六
年　

中
西
弘
典　

▼
中

学
男
子　

中
西
康
太　

▼
同
女
子　

田
上
祐
希　

▼
高
校
・
一
般
段
外

大
梅
耕
一　

▼
同
有
段　

東　

敏
幸

◎
団
体
の
部　

▼
中
学　

阿
南
中
学

校
Ｄ　

▼
高
校
・
一
般　

日
亜
化
学

Ａ【
相
　
撲
】

◎
団
体
の
部　

小
男
子　

中
野
島
小

Ａ　

▼
小
女
子　

今
津
小
Ａ　

▼
中

学　

那
賀
川
中
学
校

◎
個
人
の
部　

小
四
年
男
子
Ａ　

中

西
友
輝
（
今
津
）　

▼
小
四
年
男
子

Ｂ　

井
上
勇
太
（
見
能
林
）　

▼
同

女
子　

畠
山　

香
（
今
津
）　

▼
小

五
年
男
子　

川
田
寿
誠
（
今
津
）　

▼
同
女
子　

朝
川
真
帆
（
中
野
島
）

▼
小
六
年
男
子
Ｂ　

中
西
弘
典
（
中

野
島
）　

▼
同
女
子　

久
米
歩
未（
山

口
）　

▼
中
学
二
年　

四
宮
瑠
偉（
那

賀
川
）　

▼
中
学
三
年　

岩
田
佳
樹

（
福
井
）　

▼
総
合　

四
宮
瑠
偉
（
那

賀
川
）

【
軟
式
野
球
】

一
般　

加
茂
谷
体
協　

▼
壮
年　

見

能
林
体
協

【
卓
　
球
】

男
子　

日
亜
ク
ラ
ブ
Ａ　

▼
女
子　

ほ
た
る
ク
ラ
ブ
Ａ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ　

▼
女
子　

富

岡
東
Ａ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

団
体　

羽
ノ
浦
ク
ラ
ブ
②　

▼
個
人

沖
野
睦
夫　

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

男
子　

Ａ
Ｋ
ホ
ワ
イ
ト　

▼
女
子　

徳
島
女
子
Ｂ　

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

Ａ
リ
ー
グ　

大
津
西
小
Ａ　

▼
Ｂ

リ
ー
グ　

中
野
島
小
Ａ

【
体　

操
】

◎
小
学
校
低
学
年　

男
子
総
合　

知

賀
竜
一　

▼
同
マ
ッ
ト　

井
原
秀
大

▼
同
跳
び
箱　

西
條
健
人　

▼
同
鉄

棒　

石
田
将
也　

▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン　

知
賀
竜
一　

▼
同
女
子
総
合　

上
原
一
華　

▼
同
マ
ッ
ト　

上
原
一

華　

▼
同
跳
び
箱　

上
原
一
華　

▼

同
鉄
棒　

上
原
一
華　

▼
同
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン　

上
原
一
華　

◎
小
学
校
高
学
年　

男
子
総
合　

桝

山
広
大　

▼
同
マ
ッ
ト　

桝
山
広
大

▼
同
跳
び
箱　

桝
山
広
大　

▼
同
鉄

棒　

桝
山
広
大　

▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン　

桝
山
広
大　

▼
同
女
子
総
合　

蔭
岡
み
く　

▼
同
マ
ッ
ト　

蔭
岡
み

く　

▼
同
跳
び
箱　

武
田
真
由
子　

▼
同
鉄
棒　

蔭
岡
み
く　

▼
同
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン　

武
田
真
由
子

【
水
　
泳
】

◎
自
由
形　

小
一
～
三
年
男
子
25
ｍ

根
本　

駿（
富
岡
小
）・
米
澤
圭
亮（
富

岡
小
）　

▼
同
女
子　

井
村
明
日
香

（
椿
泊
小
）　

▼
小
四
～
六
年
男
子
25

ｍ　

溝
木
隆
太
（
富
岡
小
）　

▼
同

女
子　

井
坂
美
里
（
中
野
島
小
）

▼
50
才
以
上
男
子
25
ｍ　

一
森
勇
人

▼
70
才
以
上
男
子
25
ｍ　

魚
住
敬
信

▼
小
四
～
六
年
男
子
50
ｍ　

山
田
修

平
（
富
岡
小
）　

▼
同
女
子　

塩
田

梨
乃
（
平
島
小
）　

▼
高
校
男
子
50

ｍ　

一
森
大
尚　

▼
一
般
男
子
50
ｍ

一
森
勇
人　

▼
高
校
男
子
１
０
０
ｍ

一
森
大
尚

◎
平
泳
ぎ　

小
一
～
三
年
男
子
25
ｍ

竹
治
一
真
（
中
野
島
小
）　

▼
同
女

子　

野
村
侑
香
（
富
岡
小
）　

▼
小

四
～
六
年
男
子
25
ｍ　

米
田
研
志

（
富
岡
小
）　

▼
同
女
子　

植
原
彩
花

（
富
岡
小
）　

▼
小
四
～
六
年
男
子
50

ｍ　

米
田
研
志
（
富
岡
小
）　

▼
同

女
子　

植
原
彩
花
（
富
岡
小
）　

◎
背
泳
ぎ　

小
一
～
三
年
女
子
25
ｍ

溝
木
綾
友
（
富
岡
小
）　

▼
小
四
～

平
成
20
年
度　

阿
南
市
体
育
祭
優
秀
者
・
優
秀
団
体
発
表
（敬称略）
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六
年
男
子
25
ｍ　

溝
木
隆
太
（
富
岡

小
）　

▼
同
女
子　

米
田
悠
花
（
富

岡
小
）　

▼
70
才
以
上
男
子
25
ｍ　

魚
住
敬
信　

▼
小
四
～
六
年
男
子
50

ｍ　

溝
木
竣
也
（
富
岡
小
）　

▼
同

女
子　

村
上
智
紗
（
今
津
小
）

◎
バ
タ
フ
ラ
イ　

小
一
～
三
年
男
子

25
ｍ　

根
本　

駿
（
富
岡
小
）　

▼

同
女
子　

井
村
明
日
香
（
椿
泊
小
）

　

▼
小
四
～
六
年
男
子
25
ｍ　

井
村

隆
二
郎
（
椿
泊
小
）　

▼
同
女
子　

塩
田
梨
乃
（
平
島
小
）　

▼
60
才
以

上
男
子
25
ｍ　

佐
野
方
幸

◎
個
人
メ
ド
レ
ー　

小
四
～
六
年
男

子
１
０
０
ｍ　

溝
木
竣
也（
富
岡
小
）

▼
同
女
子　

湯
口
菜
々
美
（
羽
ノ
浦

小
）　

▼
60
才
以
上
男
子
１
０
０
ｍ

佐
野
方
幸

【
陸
　
上
】

◎
小
学
校
の
部　

小
五
男
子
１
０
０

ｍ　

小
延
拓
史　

▼
同
女
子　

杉
本

納
愛　

▼
小
六
男
子
１
０
０
ｍ　

黒

田
拓
海　

▼
同
女
子　

中
西
玲
香

▼
小
五
男
子
１
０
０
０
ｍ　

吉
田
橋

蔵　

▼
同
女
子　

友
成
咲
良　

▼
小

六
男
子
１
０
０
０
ｍ　

吉
成
椋
介　

▼
同
女
子　

湯
口
菜
々
美　

▼
小
五

男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

篠
原
圭
祐　

▼
同
女
子　

小
原
涼
香　

▼
小
六
男

子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

入
江
青
空

▼
同
女
子　

田
中
美
帆　

▼
男
子

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

中
野
島
小
学
校

▼
同
女
子　

今
津
小
学
校　

▼
小
五

男
子
走
高
跳　

岡
田
尚
弥　

▼
同
女

子　

兼
任
ひ
か
る　

▼
小
六
男
子
走

高
跳　

藤
坂　

周　

▼
同
女
子　

羽

坂　

楓　

▼
小
五
男
子
走
幅
跳　

小

川
海
斗　

▼
同
女
子　

古
川
香
奈　

▼
小
六
男
子
走
幅
跳　

尾
崎　

迅　

▼
同
女
子　

大
松
良
裕
妃　

▼
小
五

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

谷
口
雄
樹

▼
同
女
子　

森
本
千
暁　

▼
小
六
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

大
池
将
輝　

▼
同
女
子　

布
袋
莉
歩

◎
中
学
の
部　

男
子
１
０
０
ｍ　

斎

藤
佑
也　

▼
同
女
子　

向
井
葉
月　

▼
男
子
２
０
０
ｍ　

花
房
祥
太　

▼

女
子
１
５
０
０
ｍ　

森　

実
咲　

▼

男
子
３
０
０
０
ｍ　

庄
野
翔
太　

▼

男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

羽
ノ
浦
中

学
校　

▼
男
子
走
幅
跳　

諏
訪
伸
伍

▼
同
女
子　

大
西
彩
季　

▼
男
子
三

段
跳
び　

丈
池
雄
輔　

▼
男
子
走
高

跳　

樫
原
康
介　

▼
男
子
砲
丸
投　

小
川
竜
平　

▼
男
子
円
盤
投　

小
川

竜
平

◎
高
校
・
一
般
の
部　

男
子
１
０
０

ｍ　

大
和
紀
章　

▼
男
子
35
才
以
上

　

１
０
０
ｍ　

坂
東
健
治　

▼
男
子

50
才
以
上　

１
０
０
ｍ　

小
松
富
久

▼
男
子
２
０
０
ｍ　

大
野
達
也　

▼

男
子
４
０
０
ｍ　

武
市　

真　

▼
女

子
８
０
０
ｍ　

山
田
美
邦　

▼
男
子

１
５
０
０
ｍ　

吉
田
侑
祐　

▼
男
子

５
０
０
０
ｍ　

吉
田
侑
祐　

▼
男
子

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

勝
浦
高
校　

▼

男
子
35
才
以
上　

走
幅
跳　

坂
東
健

治　

▼
男
子
50
才
以
上　

走
幅
跳　

小
松
富
久　

▼
男
子
三
段
跳　

尾
崎

裕
介　

▼
女
子
走
高
跳　

森
田　

朋

　
　

　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
横
の
駐

車
場
が
、
諸
事
情
に
よ
り
、
12
月
１

日
よ
り
そ
の
利
用
可
能
面
積
が
約
半

分
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、大
会
等
で
ご
利
用
の
時
は
、

第
２
駐
車
場
を
優
先
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分
開
会
式

場　

所　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン

タ
ー

コ
ー
ス　

北
ノ
脇
・
淡
島
シ
ー
サ
イ

ド
コ
ー
ス

種　

目　

①
小
学
生
の
部
：
３
㎞（
男

女
別
）
②
中
学
生
の
部
：
３
㎞
（
男

女
別
）
③
高
校
一
般
の
部
：
10
㎞
（
男

女
別
）
④
壮
年
の
部
50
才
以
上
：
10

㎞
（
男
女
別
）
⑤
家
族
の
部
：
３
㎞

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

２
月

20
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

（
☎
22
―
３
３
９
４
）
へ

問
い
合
わ
せ
は　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22
―
３
３
９
４
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
に
つ
い
て

第
25
回

阿
南
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

都合の良い時だけ参加できる
フリー講座開催中

それぞれ一回の使用料だけで講座参加料は無料です。
時間に合わせてお越しください。

◎回数券、定期券も有ります。

● 営業時間　午前10：00～午後 9：00
● 定 休 日　毎週月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

各講座定員20名で先着順です。

腰痛・膝痛予防ウォーキング

火・木…11：00～ 11：40
金………19：00～ 19：40

みんなで楽しくウォーキング

水………12：00～ 12：30
水………19：10～ 19：40
金………11：00～ 11：30

水中トレーニング

火………19：10～ 19：40
土………13：00～ 13：30

初歩からのゆっくり水泳

木………12：00～ 12：30

はじめてのアクアビクス

火………12：00～ 12：30
土………19：10～ 19：40

小・中学生 ………………300円
一般 …………………………500円
高齢（65才以上）……………250円

障害 小・中学生 ……150円
障害 一般 …………………250円
障害 高齢（65才以上）……200円

水中キックボクシング

木………19：10～ 19：40

１回利用

サンアリーナサンアリーナサンアリーナ 温水プール便り

※障害者手帳をお持ちください。
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私
は
、
高
校
時
代
よ
り
、
感
銘
を
受
け
た
言
葉
や
、
印
象

に
残
っ
た
言
葉
を
、
折
に
ふ
れ
書
き
留
め
て
き
ま
し
た
。
54
才

に
な
っ
た
今
、
そ
れ
は
大
学
ノ
ー
ト
20
数
冊
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
暗
い
話
題
ば
か
り
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

元
気
の
出
る
言
葉
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

今
月
の
市
長
通
信
は
、
私
の
ノ
ー
ト
か
ら

元
気
の
源
と
な
り
そ
う
な
言
葉
を
数
点
お

送
り
し
ま
す
。

　

心
を
定
め
、
希
望
を
も
っ
て
歩
む
な
ら

ば
必
ず
道
は
ひ
ら
け
て
く
る
。
深
い
喜
び

も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
下
幸
之
助

　

運
と
明
る
さ
を
大
切
に
し
た
“
経
営
の

神
様
”
は
、
努
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
楽
天

家
で
し
た
。

　

ロ
ー
プ
の
端
に
来
て
し
ま
っ
た
ら
、
結
び

目
を
つ
く
っ
て
し
が
み
つ
く
の
だ
。

   　
　
　
　

  
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

　

自
ら
の
病
、
小
児
麻
痺
と
闘
い
な
が
ら
、

強
靭
な
精
神
力
で
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

を
実
行
し
、
大
恐
慌
の
克
服
に
取
り
く
み
、

民
衆
の
救
世
主
と
な
っ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
強
い
意
志
の
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
っ
た
ひ
と
り
し
か
な
い
自
分
の
、
た
っ
た
一
度
し
か
な
い

人
生
を
、
ほ
ん
と
う
に
生
か
さ
な
か
っ
た
ら
、
人
間
、
生
ま
れ

て
き
た
か
い
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

作
家　

山
本　

有
三

　
「
路
傍
の
石
」「
女
の
一
生
」
な
ど
の
作
品
を
書
い
た
山
本
有

三
は
、
戦
後
の
日
本
の
希
望
を
代
弁
し
て
い
ま
す
。「
心
に
太

陽
を
持
て
」
彼
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
日
本
人
は
大
変

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
途
は
遠
い
。
そ
し
て
暗
い
。

　

し
か
し
、
恐
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
恐
れ
な
い
者
の
前
に
道
は
開

け
る
。
行
け
。
勇
ん
で
。
小
さ
き
者
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  

作
家　

有
島　

武
郎

　
「
小
さ
き
者
」
と
は
未
来
に
お
び
え
る
人
の
こ
と
で

す
。
前
途
多
難
で
も
勇
気
を
持
っ
て
進
め
と
…
有
島
武

郎
の
作
品
は
炎
の
よ
う
な
言
葉
で
人
々
の
心
を
鼓こ

舞ぶ

し
て
い
ま
す
。

　

人
生　

晴
れ
る
日
も
あ
れ
ば
、
曇
る
日
も
あ
り
ま

す
。
良
い
こ
と
も
だ
け
ど
、
悪
い
こ
と
も
長
く
は
続
か

な
い
の
。
こ
れ
を
「
無
常
」
と
申
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

作
家　

瀬
戸
内
寂
聴

　

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
瀬
戸
内
先
生
に
祝
文
を

お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
の
お
手
紙

に
は
「
こ
の
上
は
定
じ
ょ
う
み
ょ
う
命
の
尽
き
る
日
ま
で
、
こ
れ
ま
で

通
り
孜し

孜し

（
熱
心
に
努
め
励
む
こ
と
）
と
し
て
わ
が

道
を
究
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
」
と
認
し
た
た

め
ら
れ
、

最
後
に
「
老
木
の
花　

咲
か
せ
て
み
た
き　

い
の
ち

か
な
」
と
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
の
人
間
力

に
た
だ
た
だ
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
学
、
高
校
、
大
学
そ
し
て
プ
ロ
で
も
、
初
打
席

は
三
振
で
し
た
。
私
が
立
ち
上
が
る
と
き
は
い
つ
も
逆

境
か
ら
と
い
う
、な
に
か
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
島　

茂
雄

　

ピ
ン
チ
に
大
い
に
学
ん
だ
ミ
ス
タ
ー
の
ミ
ス
タ
ー
た
る
至

言
は
少
年
達
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
好
き
な
言
葉
を
二
点
。

「
遅
く
と
も
咲
く
べ
き
花
は
咲
け
に
け
り
」

「
人
生
一
寸
先
は
明
る
い
」

　

機
会
が
あ
れ
ば
元
気
の
出
る
言
葉
、
第
二
弾
を
お
送
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
く
り
も
の

　
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

那
賀
川
町　

赤
池
婦
人
会　

様
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

売
上
金
を
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金
へ

●
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
二
百
枚

新
野
町　

小
川
福
美　

様
か
ら
市
内
児
童
福
祉
施
設
へ

●
毛
布
六
十
枚

王
子
製
紙
株
式
会
社　

様
か
ら
市
内
要
援
護
者
の
方
へ

阿
南
市
へ

●
金
百
万
円

市
指
定
避
難
場
所
表
示
看
板
設
置
費
の
一
部
と
し
て
、
阿
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様
か
ら

●
ソ
ー
ラ
ー
時
計　

一
基

桜
づ
つ
み
公
園
（
楠
根
町
）
の
設
備
充
実
に
阿
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ　

様
か
ら

●
金
五
万
円

下
大
野
町　

清
野
良
一　

様
か
ら
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
十
万
円

「
０
（
ゼ
ロ
）
か
ら
の
風
」
上
映
実
行
委
員
会
Ｉ
Ｎ
阿
南
代
表

　

那
賀
川
町　

渡
川
圭
介　

様
か
ら
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
第
16
回
放
美
展
放
美
賞
受
賞
作
品　

彫
刻　

一
点　

才
見
町　

武
田
亜
希
子　

様
か
ら
阿
南
市
の
芸
術
文
化
の
発
展

に●
図
書
19
冊

阿
南
市
職
員
労
働
組
合
連
合
会
女
性
部　

様
か
ら
阿
南
図
書
館

の
蔵
書
充
実
の
た
め
に

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

元
気
の
出
る
言
葉
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月　日 時　間 場　所 内　容

２月28日㈯ 9時〜16時 阿南市役所 展示会
体験同乗会

３月１日㈰
9時〜12時 サンアリーナ周辺

（七見町）

阿南健康マラソ
ンで先導車をし
ます。

13時〜16時 科学センター
（那賀川町）

展示会
体験同乗会

３月２日㈪

小中学校を訪問し、燃料電池自動車を
題材とした環境・エネルギー学習を行います。

３月３日㈫
３月４日㈬
３月５日㈭
３月６日㈮

３月７日㈯ 9時30分
　　〜15時 市民会館（富岡町） 活竹祭にて

展示会

３月８日㈰
9時〜12時 情報文化センター

（羽ノ浦町） 展示会
体験同乗会

13時〜16時 阿南市役所

燃料電池自動車がやってきます
水素で走る未来のエコカー

展示会、体験同乗会について（無料） 燃料電池自動車とは？

次世代型低公害車として期待されている「燃料電池自動車」が、

下記の期間環境省から阿南市に貸与されることになりました。

地球温暖化の原因とされる二酸化炭素や

窒素化合物などの大気汚染物質を排出しない

新時代燃料電池自動車に触れる

又とない機会ですので、

多くの皆さんのお越しをお待ちしています。

　体験同乗会はどなたでもご参加できます。
　ご希望の方は事前に環境保全課（☎ 22-3413）
までお申し込みください。また当日でのご参加も
可能です。
　なお、体験同乗会は市民の皆様による運転はで
きません。スタッフが運転します。また同乗時間
は5分〜 10分程度となります。あらかじめご了承
ください。

◆法定検査	 	 	 	 	
　浄化槽を設置している場合は、法律により１年に１回、放流水の水質検
査を受検することが義務づけられております。	 	
　この検査は、徳島県知事が指定した機関である㈳徳島県環境技術センター
が実施致しますので、通知があった場合は、必ず受検してください。	 	
　平成18年２月１日の法改正により未受検者には罰則規定も設けられまし
た。	
◆保守点検	 	 	 	 	 	
　浄化槽の保守点検は、県知事登録の業者に委託してください。	 　
浄化槽の保守点検は、２〜４ヵ月に１回以上実施しなければなりません。	
　この保守点検を行うためには、専門的な知識や器具が必要ですので、県
知事に登録した専門業者に委託して実施してください。	
◆清掃	 	 	 	 	
　浄化槽の清掃は、１年に１回以上実施することが義務づけられています。
阿南市長が許可した業者に委託してください。	 	 	 	
	 	
問い合わせは	
・県知事指定検査機関　社団法人　徳島県環境技術センター　
　☎ 088-636-1234	
・徳島県南部総合県民局　環境担当　☎ 0884-28-9862
・阿南市環境保全課　☎ 0884-22-3413	 	

年１回、浄化槽の水質検査を受けましょう！

問い合わせは　環境保全課	　（☎ 22− 3413）へ

　

早
春
の
息
吹
を
身
近
に
感

じ
な
が
ら
、
船
瀬
温
泉
の
お

湯
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
15
日
㈰
午
後

１
時
～
３
時
頃

内　

容　

①
「
ひ
ま
わ
り
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
大
正
琴
演
奏　

②
「
鈴

の
湯
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌

と
ギ
タ
ー
演
奏　

③
「
阿
南
高

専
・
落
語
研
究
部
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
落
語
と
大
喜
利

※
「
船
瀬
と
れ
と
れ
市
」（
産

直
市
）
午
前
10
時
～

問
い
合
わ
せ
は　

船
瀬
温

泉
保
養
セ
ン
タ
ー
（
☎
21
―

３
０
３
０
）
へ

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

早
春
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

船
瀬
温
泉

【
２
月
の
休
館
日
は
】

 

２
・
９
・
16
・
23
日
☎21−3030

●水素と空気中の酸素の反応により発生した電気
エネルギーを動力源とし、モーターを駆動して
走ります。

●従来のガソリン車やディーゼル車と違い、走行
中は有害な排気ガスを出しません。

●ガソリン車等と比べ、高いエネルギー効率が期
待できるため、将来的には次世代低公害車の本
命と目されています。

FCXクラリティ
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■
住
宅
街
や
道
路
を
歩
い
て
い
た
場
合

○
ま
ず
落
ち
着
い
て
そ
の
場
に
立
ち

止
ま
ら
ず
、
看
板
や
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス

等
の
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

カ
バ
ン
や
バ
ッ
グ
な
ど
で
頭
を
保
護

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
電
柱
、
自
動
販

売
機
な
ど
倒
れ
て
く
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
安
全
な

場
所
を
早
く
見
つ
け
て
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

○
避
難
の
際
に
、
道
路
の
亀
裂
や
電

柱
が
倒
れ
て
い
る
場
合
は
、
切
れ
た

電
線
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
車
を
運
転
し
て
い
る
場
合

○
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
急
ブ
レ
ー
キ

を
避
け
ゆ
っ
く
り
車
を
道
路
の
左
側

に
よ
せ
て
停
車
し
て
く
だ
さ
い
。

○
停
車
後
、車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
車
内
に
と
ど

ま
り
、
ラ
ジ
オ
で
地
震
情
報
な
ど
を

聞
き
、
状
況
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

○
停
車
さ
せ
る
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル

の
出
入
り
口
や
急
な
斜
面
の
下
な
ど

は
で
き
る
だ
け
避
け
て
停
車
し
て
く

だ
さ
い
。

○
揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
車
を
離
れ
て

避
難
す
る
場
合
は
、
災
害
対
策
車
両

（
消
防
車
両
、救
急
車
、パ
ト
カ
ー
等
）

の
通
行
を
妨
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
せ
ず
、
エ
ン

ジ
ン
キ
ー
は
付
け
た
ま
ま
で
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

■
海
岸
付
近
に
い
た
場
合

○
地
震
を
感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
そ

の
場
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
大
き
な
地
震
の
場
合
は
津
波
の
心

配
が
あ
る
の
で
、
安
全
な
高
台
へ
避

難
し
、
津
波
情
報
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
津
波
は
何
回
も
押
し
寄
せ
て
き
ま

す
の
で
、
津
波
警
報
、
注
意
報
が
解

除
さ
れ
る
ま
で
海
岸
付
近
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
安
全
局

（
☎
22
―
９
１
９
１
）
へ

　

今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
、
外
出
先
で
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の

対
処
方
法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か

戸
籍
・
住
民
票
等
の
交
付
業
務
の

窓
口
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

●
水
道
使
用
の
届
出
に
つ
い
て

　

転
入
・
転
出
等
に
よ
り
住
居
が
移

転
し
、
本
市
の
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
い
と
き
や
、
使
用
を
中
止
し
た

い
と
き
は
、
速
や
か
に
水
道
部
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
料
金
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い

　

ま
せ
ん
か

　

水
道
料
金
は
、
水
道
事
業
の
根
幹

に
係
わ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い

に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
手
続
き
で

き
ま
す
。

水
道
の
冬
じ
た
く
を
！

■
夜
の
冷
え
こ
み
に
ご
注
意

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な

り
ま
す
と
、
防
寒
の
で
き
て
い
な
い

水
道
管
は
、
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

は
、早
め
に
手
当
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

　

る
と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

③
風
が
よ
く
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

　

水
道
管

■
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

　

勤
務
等
で
通
常
時
間
内
に
ご
利
用

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
戸
籍
・
住

民
票
等
の
交
付
業
務
を
次
の
と
お
り

延
長
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日　

時　

毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
等
の
閉
庁
日
は

除
く
）
午
後
5
時
15
分
～
6
時
15
分

場　

所　

市
役
所
（
本
庁
）
1
階
市

民
生
活
課

取
り
扱
う
業
務　

住
民
票
の
写
し
の

交
付
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、

戸
籍
謄
本
抄
本
の
交
付
、
身
分
証
明

書
の
交
付

※
時
間
延
長
業
務
で
は
、住
所
異
動
、

印
鑑
登
録
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
等

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
な
お
、
戸
籍
の
届
出
は
従
来
ど
お

り
、
時
間
外
窓
口
（
地
下
1
階
）
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22
―
１
１
１
６
）
へ

誤
字
お
詫
び

　

先
月
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た

平
松
政
昭
様
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰

並
び
に
法
務
大
臣
表
彰
）
の
お
名
前

が
間
違
っ
て
表
記
し
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

に
あ
る
止
水
栓
（
＝
バ
ル
ブ
）
を
閉

め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て
、
破

裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で

応
急
手
当
て
を
し
て
か
ら
、
阿
南
市

指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
、

と
か
し
ま
す
。

　

熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
防
寒
の
し
か
た

①
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
じ
ゃ
口
の

　

あ
た
り
が
破
裂
し
や
す
い
の
で
、

　

完
全
に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
身
近
な
も
の
と
し
て
、
毛
布
・
布

　

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、こ
れ
ら
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
、

　

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て

　

く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
使

　

い
古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
な
ど
を

　

入
れ
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

　

に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
の
せ
て

　

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22
―
０
５
８
７
）
及
び
工
務
課

（
☎
22
―
３
２
９
５
）
へ



問い合わせは　ながいき課（☎２２－８０６４）へ

長寿医療制度の保険料の
お支払いについて

　長寿医療制度の保険料につきまして、年金からのお支払いから口座振替でのお支払い
への変更をご希望される方は、市役所ながいき課の窓口へお手続きください。
　お手続きいただく時期によって、年金からのお支払いを中止できる月及び口座振替が
できる月が異なってきますので、くわしいことは、ながいき課へお問い合わせください。
（お支払いいただく年間保険料の総額は変わりません。）

　長寿医療制度では、原則として被保険者全員が保険料を納めます。

みなさんの納める保険料は、公費や現役世代の支援金とともに、医療費の大切な財源となります。

納め忘れがないかもう一度ご確認いただき、ぜひ納期限内の納付にご協力ください。

手続きに必要なもの ①金融機関で申請された口座振替依頼書の控え
②印鑑
③長寿医療制度の保険証
をご持参ください。

◎保険料は大切な財源です。

平成21年４月から「年金からのお支払い」と
「口座振替」の選択が可能となります。
（年金からのお支払いを希望される方は、手続きは不要です。）

広報 あなん 平成 21年（2009）2月 1日〈第 607 号〉9

　

阿
南
市
で
は
市
役
所
庁
舎
内
各

課
窓
口
、
支
所
、
住
民
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
な
ど
市
の
公
共
施
設
に

『
耳
マ
ー
ク
』
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　
『
耳
マ
ー
ク
』
と
は
、
耳
の
不

自
由
な
方
が
、
自
分
の
耳
が
不
自

由
で
あ
る
こ
と
を
表
す
の
に
考こ
う
あ
ん案

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
治

体
な
ど
が
こ
の
マ
ー
ク
を
掲け
い

示じ

し
、
耳
の
不
自
由
な
方
か
ら
申
し

出
が
あ
れ
ば
筆ひ
つ

談だ
ん

を
は
じ
め
、
必

市
役
所
窓
口
、
そ
の
他
各
施
設
で
の

耳
マ
ー
ク
の
設
置
に
つ
い
て

要
な
援
助

を
行
い
ま

す
と
い
う
意
思
表
示
の
た
め
に

も
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

耳
の
不
自
由
な
方
々
に
と
っ

て
の
利
便
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

福
祉
課

（
☎
22
―
１
５
９
２
）
へ

QA

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
再
発
行

は
で
き
ま
す
か
。

　

再
発
行
は
可
能
で
す
。

紛
失
等
に
よ
り
再
発
行
が

必
要
な
際
に
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７

ま
た
は
、

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所　

☎
０
８
８
―
６
５
２
―
３
１
１
４

　

な
お
、
控
除
証
明
書
は
、
平
成

20
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
実
績
が
あ
る
方
は
平
成
20
年

11
月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
11
月
発
送
の
対

象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
方
で
、
平

成
20
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
し
た
方
は
、
平
成
21
年
２
月
上

旬
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

  問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22
―
１
１
１
８
）
へ

QA 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

　

所
得
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
、

３
月
16
日
㈪
が
申
告
・
納
付
の
期
限

で
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31

日
㈫
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
会
場
が
「
阿
南
市
商

工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更

に
な
り
ま
し
た

場　

所　

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階
展
示
ホ
ー
ル
（
富
岡
町
今
福
寺
）

期　

間　

２
月
２
日
㈪
～
３
月
16
日

㈪
（
こ
の
期
間
は
、
阿
南
税
務
署
庁

舎
内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申

告
書
の
郵
送
等
は
税
務
署
あ
て
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
が
流
れ

ま
す
の
で
、
ご
用
件
の
番
号
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
使
え
ば
、

こ
ん
な
こ
と
が
大
変
便
利

○
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直

接
申
告
で
き
ま
す
。

○
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
を
、
本

人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を

付
し
て
申
告
期
限
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

で
行
う
と
、
最
高
５
，
０
０
０
円
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
平
成
19
年
分
の
申
告
で
本
控

除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
、
本
年
度

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。）

○
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定
申
告
期

限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

○
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

○
納
税
は
、
安
全
便
利
な
振
替
で

　

個
人
事
業
者
の
所
得
税
や
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
納
税
は
、

安
全
便
利
な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
、
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、手
数
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用

に
な
る
場
合
は
、
金
融
機
関
か
税
務

署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
日
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

所
得
税　

４
月
22
日
㈬

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

４
月
27

日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署

（
☎
22
―
０
４
１
４
）
へ

　2006年10月に徳島県で開始した地上デジタル放送は、順次エリアを拡大しております。昨年12月に小松島櫛渕中継局から、
1月には阿南新野中継局から地上デジタル放送が始まりました。おおむね図に示した地域のご家庭では、UHF アンテナとデ
ジタルチューナーまたはデジタルテレビを設置することによりＮＨＫ総合、ＮＨＫ教育、四国放送の地上デジタル放送がご
覧いただけるようになります。なお、現在のアナログ放送は2011年7月24日までに終了します。

問い合わせは　総務省四国総合通信局放送課（☎ 089-936-5080）へ

小松島櫛渕・阿南新野中継局から地上デジタル放送が始まりました！
徳島地上デジタル放送推進協議会

小松島櫛渕中継局の地上デジタル放送エリア 阿南新野中継局の地上デジタル放送エリア
NHK総合 ＮＨＫ教育 四国放送

リモコンチャンネル 3 2 1
周 波 数（ch） 27 29 22

NHK 総合 ＮＨＫ教育 四国放送
リモコンチャンネル 3 2 1
周 波 数（ch） 34 40 31

※エリア内にあっても、地形やビルの影響、電波の伝搬状況
などにより受信できない場合があります。



あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成20年12月分合計　（　）内は1月からの累計

交通事故

救　　急

火　　災

件　　数
死　　者
負 傷 者
件 数
搬送人数
件 数
損 害 額

251 件（2,028）
1 人　 （ 5）

37 人　 （361）
255 件（2,904）
246 人（2,837）

３件　   （41）
16,080 千円（68,440千円）

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

立
春
を
む
か
え
、
暦
の
上
で
は
も

う
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳

し
い
時
期
で
す
。
健
康
管
理
に
は
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
阿
南
警
察
署

で
は
、
厳
し
い
寒
さ
に
負
け
ず
事
件

事
故
の
抑
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
！

　

２
月
と
な
り
、
明
る
い
時
間
が
長

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
日
が
暮
れ
る
の
は
早
い
も
の
で

す
。
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

寒
さ
の
残
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
深
夜
早
朝
時
に
、
路
面
が
凍

結
し
て
い
る
時
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
の
で
、
車
を
運
転
さ
れ
る
際
は
十

分
に
注
意
し
、
万
が
一
に
備
え
て
後

部
座
席
も
含
め
た
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
守
る
！

　

子
ど
も
を
守
る
合
い
言
葉
、「
き
ょ

う
は
い
か
の
お
す
し
一
人
前
」

き
ょ
…
距
離
を
と
る　

う
…
後
ろ
に

気
を
つ
け
る　

は
…
早
め
に
帰
る　

い
か
…
い
か
な
い　

の
…
乗
ら
な
い

　

お
…
大
声
を
出
す　

す
…
す
ぐ
逃

げ
る　

し
…
知
ら
せ
る　

一
人
…
一

人
で
遊
ば
な
い　

前
…
出
か
け
る
前

に
伝
え
る

　

地
域
ぐ
る
み
で
、
誘
拐
・
連
れ
去

り
・
児
童
虐
待
等
か
ら
子
ど
も
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

確
実
な
施
錠
を
心
掛
け
て
！

　

駅
、
量
販
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
等
に
自
転
車
・

車
を
駐
輪
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
家

や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
駐
輪
場
に
駐
輪

す
る
時
に
も
確
実
な
施
錠
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
阿
南
警
察
署
は
、
犯

罪
の
抑
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22
―
０
１
１
０
）
へ
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	　森林の立木を伐採しようとする場合には、伐採を開始する日の30日前までに伐
採及び伐採後の造林の届出書１通に伐採箇所を示した 5,000 分の１の図面を添え
て、その森林のある市町村役場まで提出してください。

（注）以下の場合には伐採及び伐採後の造林の届出は不要です。

１  保安林及び保安施設地区区域内の森林の伐採については、別に許可申請等の手続きが必要です。
このことについては、各総合県民局農林水産部林業振興担当にお問い合わせください。

２  林地開発の許可（森林法第10条の２による規定）を受けた場合には、その地域にかかる届出は
不要です。

３  森林施業計画の認定を受けている森林で、計画に基づく伐採を行う場合には事前の届出は必要
ありません。伐採の終わった日から30日以内に森林施業計画にかかる伐採等の届出書が必要で
す。（提出先は、市町村役場又は県民局農林水産部林業振興担当）

４  除伐する場合は届出は不要です。

問い合わせは　
徳島県南部総合県民局　農林水産部林業振興担当（☎ 66-0311）
もしくは、阿南市農林水産課（☎ 22-1598）へ

森林所有者のみなさまへ

伐採の届出制度について
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趣　

旨　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
様

々
な
人
権
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し

て
捉
え
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
具

体
的
な
実
践
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

日　

時　

２
月
７
日
㈯

午
前
10
時
開
会

参
加
費　

７
０
０
円

場　

所　

文
化
会
館

全
体
会

基
調
講
演　

北
口　

学
さ
ん

演　

題　

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

差
別
事
件
の
現
状
と
課
題｣

分
科
会

■
就
学
前
教
育

会　

場　

文
化
会
館
（
２
階
）
研
修

室研
究
概
要　

就
学
前
人
権
教
育
の
意

義
と
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
保
護
者
・
地
域
へ

の
啓
発
や
教
育
（
保
育
）
内
容
を
ど

の
よ
う
に
実
践
し
て
い
る
か
。

■
小
・
中
学
校
教
育

会　

場　

富
岡
公
民
館（
２
階
）ホ
ー

ル研
究
概
要　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

阿
南
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、

人
権
意
識
を
高
め
な
が
ら
連
帯
感
の

あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
た
地
域
の
教
育
力
の
大

切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
地
域
活
動
を
中
心
と
し
た
子

ど
も
・
教
職
員
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
、
参
会
者
が
思

い
を
伝
え
合
う
中
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
高
校
・
高
専
・
特
別
支
援
学
校
教

育会　

場　

ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
（
２
階
）
サ
ロ
ー
ネ
の
間　

Ａ

研
究
概
要　
「
身
元
調
査
お
断
り
」

ワ
ッ
ペ
ン
運
動
の
輪
を
さ
ら
に
ひ
ろ

げ
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
ろ
う
。

―
身
元
調
査
と
私
た
ち
の
く
ら
し
―

　

高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
た
い
へ
ん
便
利
に
な
っ
た
反

面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
人
を

傷
つ
け
る
情
報
も
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
今
一
度
、
一
人
ひ
と
り
が
し
あ

わ
せ
に
生
き
ら
れ
る
た
め
に
、
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
社
会
教
育

会　

場　

文
化
会
館

（
１
階
）
視
聴
覚
室

研
究
概
要　

人
権
を

確
立
し
、
す
べ
て
の

人
の
命
と
健
康
が
守

ら
れ
る
社
会
を
創
ろ

う
。

―
相
手
の
立
場
に
立

ち
、
広
く
豊
か
な
心

を
育
み
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
共
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
を
進
め

よ
う
―

　

す
べ
て
の
市
民
が

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
を
「
人
権
」
と

結
び
つ
け
て
考
え
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
不
合
理
を
解
消
す

る
取
組
を
進
め
る
た
め
の
教
育
・
啓

発
活
動
を
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
企
業
職
域

会　

場　

ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
（
２
階
）
サ
ロ
ー
ネ
の
間
Ｂ
・
Ｃ

研
究
概
要　
市
内
す
べ
て
の
企
業

が
、
人
権
問
題
を
学
習
し
、
お
互
い

の
人
権
を
守
り
、
差
別
の
な
い
明
る

い
職
場
を
つ
く
ろ
う
。

　

企
業
内
の
人
権
教
育
・
啓
発
へ
の

取
組
体
制（
社
内
指
導
者
の
養
成
等
）

を
見
直
し
、強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
人
・
社
会
人
と
し
て
の
資
質
の

向
上
を
め
ざ
し
た
実
践
活
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

■
行　

政

会　

場　

ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
（
１
階
）
パ
ー
ル
の
間

研
究
概
要　

人
権
教
育
・
啓
発
の
諸

事
業
を
通
じ
て
、
職
場
・
地
域
で
の

連
携
を
密
に
し
た
実
践
活
動
を
推
進

し
て
い
る
か
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月

４
日
㈬
ま
で
に
人
権
教
育
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22
―
３
３
９
２
）
へ

▲12 月 25日に行われた ｢人権教育・啓発市民講座｣ のようす。講師は、アフリカ
で戦争・貧困・飢餓などに苦しむ人たちを支援している吉田修医師で、その実状を
語った。

教育委員会
渡
り
廊
下

（分庁舎3階）人権相談室

人権擁護委員による、人権相談所を
次のとおり開設します。

阿南市人権教育・
啓発市民講座に
ご参加ください

開設日時　2月10日㈫午後１時 30 分〜4時
開設会場　阿南市役所 301 会議室（分庁舎３階）
※秘密は固く守られますので、ご相談ください。

日　時　2月15日㈰
　　　　午後２時〜４時
場　所　夢ホール（文化会館）
講　師　原田大二郎さん（俳優）
演　題　「命の初夜」朗読

阿
南
市
人
権
教
育
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

67

　

次
の
日
程
で
阿
南
市
人
権
教
育
研
究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　



情報文化センターからのお知らせ情報文化センターからのお知らせ情報文化センターからのお知らせ情報文化センターからのお知らせ

　
　土・日曜日の11時と14時から行っています。詳しくはお問い合
わせください。

　科学を楽しく、幼児から参加できる催しです。どなたでも参加で
き、参加料は無料です。

　現在、つくば科学万博記念財団より、「大型ピンレリーフ」、「アル
ゴブロック」の２つの体験型展示物を借り受け展示しています。こ
の機会にぜひ触って体験してください。

　デジタルカメラで、美しい土星を撮影してみませんか。天文館
の大型望遠鏡を使って、土星の撮影を行います。デジカメをお持
ちの方で興味がある方はぜひご参加ください。

実施日時　3月6日（金）19:00～21:30
　　　　　　　（悪天候の場合、3月8日（日）19:00～に順延します。）

対　　象　小学校4年生～一般の方で、デジカメの基本操作がで
　　　　　きる方
定　　員　30名
参 加 料　大人300円、小中学生200円
参加方法　事前にお電話か、ホームページよりお申込みください。
※デジカメは各自持参となります。

　２月下旬より、毎週土曜日の夜に天文館で開催している「夜間
天体観望会」で、土星が見られるようになります。今年は9月初旬
に約15年ぶりに環の消失という珍しい現象が見られ、2月は串の
ように見える細い環が、あたかも土星を突き刺している姿で見る
ことができます。ぜひ、この機会に土星を大型望遠鏡で観察して
みてください。

　歌謡界の巨匠、故・古賀政男によって創設され、80年
の伝統を誇る「明大マンドリン」の演奏会。

日　時　3月6日㈮　
　　　　午後6時30分開演
　　　　（午後６時開場）
会　場　コスモホール
ゲスト　芹　洋子（せり　ようこ）
曲　目　｢四季の歌｣ほか
入場料　2,500円
　　　　　　（全席自由／当日券は500円増し）
前売り券は下記チケット取扱所で絶賛発売中

日　時　3月29日㈰　
　　　　午後１時開演（12時30分開場）
会　場　コスモホール
出　演　田中隆文、山上明山、中田笏保、徳島邦楽集団ほか
曲　目　「さくら」「火の鳥」「崖の上のポニョ」ほか
入場料　一般1,000円／学生無料
　　　　　　（全席自由／当日券は500円増し）
前売り券は下記チケット取扱所で2月中旬より発売

科学センターからのお知らせ科学センターからのお知らせ科学センターからのお知らせ科学センターからのお知らせ

問い合わせは　阿南市情報文化センター　☎44-5000　◎２月の休館日：２日、９日、１６日、１７日、２３日

○明治大学マンドリン倶楽部演奏会 ○邦楽への招待～第10回記念演奏会
　『未来へ！ ＳＡＫＵＲＡ咲く』

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/  ◎２月の休館日：2日㈪、9日㈪、１6日㈪、23日㈪

　ご紹介したイベントの他にも毎週土曜日の夜間には夜間天体観望
会、土曜日・日曜日・祝日には「昼間の星の観望会」も行っています。詳
細はお問い合わせください。

☆おもしろ科学実験

☆つくば科学万博記念財団巡回展 4月6日まで

☆デジカメで土星を撮ろう
　参加者募集

事前申込制

有料

参加無料

参加無料☆科学の広場
☆今年は土星の環が消失！？　
　2月下旬より土星の観望を開始します。

　実　施　日 　　　　　　　 テ　ー　マ

　 2月  1日㈰ 気体の重さはどれくらい？

　　　  7日㈯ アルコールが空気と混じると？

　　　  8日㈰ 明かりの歴史をためしてみよう

　   　14日㈯ 光の不思議

　 　  15日㈰ 冬花火を作って光らせよう

　 　  21日㈯ はりがねを磁石にしよう

　　   22日㈰ わりばしを焼いて炭をつくる

　　   28日㈯ 活性炭で手づくり電池を実験しよう

　　　　   実　施　日       テ　ー　マ

2月11日（水・祝）  10:30～12:00、13:30～15:00 風船ブーブー

● 上記チケット取扱所　情報文化センター、夢ホール、市民会館、平惣書店ほか ●

問い合わせは　阿南市科学センター　　☎42-1600　FAX42-3652　

　第10回を記念して県内の若手邦楽演奏者と子どもたち、
そして公募による出演者たちが多彩な曲目を演奏します。

広報 あなん 平成 21年（2009）2月 1日〈第 607 号〉13



野球のまち阿南をＰＲ
徳島そごう店でイベント

　野球のまち阿南推進協議会に寄せら
れたプロ野球選手たちの思い出の品を
展示する「まちかどミュージアム」が、
12月21日から23日まで、百貨店であ
るそごう徳島店で行われ、買い物客や
野球ファンを楽しませていました。
　また、オープニングセレモニーとして、
徳島駅前のアミコ２階時計広場では、
岩浅市長や徳島インディゴソックスの片
山正弘選手や斉藤雅敏選手も直接マイ
クを持って「野球のまち阿南市」をＰＲ
しました。
　同ミュージアムは、以前にも阿南駅
横の「光のまちステーションプラザ」や
新野公民館で他のイベントと合わせて
実施したところ大好評であったことから
実現したもので、同協議会では米大リー
グで活躍中のイチロー選手や長嶋茂雄
さん、水野雄仁さんたちのユニホームや
手袋など数百点を保有しています。

もしものときに備えて
避難場所表示看板を設置

　12 月25日、富岡公民館の入り口横
に避難場所を表示した看板が設置され
ました。
　看板は公民館を訪れた人たちの目に
とまるように、高さ約２ｍ、横約1.6 ｍ
の大きさに富岡地区の避難場所がわか
りやすく表示されています。
　これは、今世紀前半にも発生が予想
されている「南海・東南海地震」などの
大規模災害に備えて、市民の皆さんへ
避難場所を周知するために設置したも
ので、設置費用の一部は阿南ロータリー
クラブ（若木康正会長、会員50 名）から、
発足 50周年を記念して寄贈いただいた
寄付金を活用しています。
　なお、市指定避難場所表示看板は市
内14地区の公民館に設置されています。

力の限りを尽くした
徳島駅伝阿南市チーム

　頬を切るような厳しい寒さの中、新
春の阿波路を駆ける恒例の徳島駅伝
が、１月４日から３日間、県内 46区間
（２８１．９㌔）において、15郡市の走者
たちによる熱き戦いが繰り広げられまし
た。
　沿道からの温かい声援を背に阿南市
チームは選手全員でタスキをつなぎ、通
算15時間 54分20 秒のタイムで総合順
位６位となりました。確かに前回に比べ
ると順位は下がりましたが、体調を崩す
などの故障者が続出した中で、最後まで
あきらめず力の限りを尽くした選手たち
の頑張りは、私たちに大きな感動を与え
てくれたことでしょう。
　市民の皆さん、応援ありがとうござい
ました。

ニュースオアシス

左側に見えるのが避難場所表示看板。

最終日、思いが詰まったタスキはゴールした。（走者は山﨑優希選手）初日宍喰橋をスタートした直後、激しいトップ争いを繰り広げた。（走者は平井駿選手）
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工事の安全を祈願し鍬入れする岩浅市長。 第九の歌のほかに人権に関するさまざまな合唱が披露された。

工事関係者及び来賓によって、工事の始まりとなるスイッチが押された。 徳島駅前で野球のまちをＰＲする岩浅市長。

News Oasis

富岡浄化センターの建設が
始まりました

　12月４日に公共下水道の根幹的施設
である富岡浄化センター建設の起工式
が建設地の七見町中塚で行われました。
　今回着手の建設工事は第一期建設計
画として、処理能力が一日当たり2,600
立方メートルの水処理施設の土木工事
であり、工期は平成 22年３月10日まで
となっています。
　また処理方式としては、有機物と同
時に窒素の除去も可能であるオキシ
デーションディッチ法を採用するととも
に脱臭施設を設けるなど、環境に配慮
した施設をめざしています。　
　引き続き発注を予定しています建築
工事、機械工事、電気設備工事が完成
しますと現在汚水管の埋設を進めてお
ります富岡地区のし尿や生活雑排水が
ここで浄化・滅菌されることになります。
建設地周辺にお住まいの市民の皆さん
には工事期間中、何かとご迷惑をおか
けしますがご協力をよろしくお願いいた
します。

人間愛に満ちた世界を願って
〝阿南第九〟愛の歌声

　12月７日、阿南市文化会館と富岡公
民館では「人権フェスティバル」が開催
され、すべての人の人権が尊重される
阿南市をめざして、人権作文等の表彰
式をはじめとするさまざまな啓発行事
が行われました。
　主会場となった夢ホールでは、ベー
トーヴェンの交響曲第９番（通称：第
九）の音の調べに乗って「阿南第九の会」
の方たちによる合唱が行われ、ドイツ
語による「人類皆兄弟になる！」の歌詞
に思いを込めて、人間愛に満ちた世界
を歌声で表現し、場内は感動の渦に包
まれていました。
　「第九」は世界各国で歌われており、
日本で最初に行われたのは１９１８年に
鳴門の板東俘虜収容所での演奏会であ
るといわれています。

　

四国横断自動車道 新那賀川橋
の建設工事が始まりました

　県南地域住民の悲願でもある高速道
路「四国横断自動車道」の延伸に向け
て、新直轄方式で行う阿南市区間の「新
那賀川橋（仮称）」の建設工事がいよい
よ始まりました。
　四国横断自動車道は、本市はもとよ
り県南部地域にとって物流や企業立地、
観光や地域間交流など、地域経済に活
力を促す「元気の道」として、また災害
時における緊急輸送や救急救命などの
「命の道」として、大きな期待がかかる
高速道路です。また現在、調査が進め
られている地域高規格道路：阿南安芸
自動車道と結ばれることによってさらに
その効果は倍増されることでしょう。
　12月13日、那賀川右岸側（下大野町）
では、起工式が行われ国・県等の関係
機関をはじめ、多くの来賓が出席し、
新那賀川橋の建設起工を祝いました。
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数
藤　

恵
子

は
か
ら
ず
も
長
居
と
な
り
し
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田
紀
久
代

花
ハ
ッ
手
齢
か
く
せ
ぬ
動
く
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

君
江

細
枝
に
彩
を
残
し
て
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

治
子

計
畫
の
メ
モ
消
さ
れ
ゆ
く
古
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
治　

綾
子

港
湾
の
重
機
の
び
き
る
空
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

幸
江

風
神
の
遊
び
は
じ
め
し
枯
す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

信
市

車
椅
子
い
さ
か
ひ
な
が
ら
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

春
月

冬
帽
子
地
蔵
に
あ
づ
け
峠
掃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

秀
春

喜
寿
傘
寿
通
過
点
な
り
年
の
暮
れ

川
　
柳	　

　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

時
空
越
え
波
長
が
つ
な
ぐ
赤
い
糸

　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

苦
労
し
た
父
の
背
中
を
見
て
育
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

腰
据
え
て
物
価
の
風
を
渡
り
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

生
涯
を
無
冠
の
父
に
菊
供
え

　
　
　
　
　
　
　
　

芝　

恵
美
子

波
長
合
う
友
居
て
く
れ
る
有
難
さ　
　
　

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

鍬
振
り
て
草
と
の
戦
ひ
続
く
な
り
わ
れ
雑

草
の
ご
と
生
き
つ
ぎ
て

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
ノ
ブ
子

敷
藁
の
下
は
湿
り
て
や
わ
ら
か
く
み
み
ず

ぴ
ん
ぴ
ん
土
を
耕
す

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
藤　

保
夫

育
ち
遅
き
は
わ
れ
の
未
熟
か
ゴ
ー
ヤ
ー
苗

日
除
け
に
末
だ
し
秋
が
追
い
越
す

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永
賀
代
子

幸
は
鳳
仙
花
の
ご
と
は
じ
け
い
て
悪
夢
は

常
に
背
に
も
た
れ
く
る

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

育
世

数
人
の
園
児
を
乗
せ
し
保
育
士
の
手
押
し

車
に
コ
ス
モ
ス
揺
る
る

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
川
千
江
子

夜
の
更
け
に
間
違
い
電
話
を
わ
び
る
人
の

明
る
き
声
に
包
ま
れ
て
寝
る

入
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

幸
子

一
押
し
で
「
雲
近
あ
な
っ
た
」
と
叫
び
つ

つ
ブ
ラ
ン
コ
漕
ぐ
子
の
足
宙
を
蹴
る

　
俳
　
句　
　

	

中
西　

純
枝

冬
も
み
じ
夜
来
の
雨
に
命
つ
き

お
遍
路
さ
ん
と
の

出
会
い
で
学
ん
だ
こ
と

　

私
は
縁
あ
っ
て
二
十
一
番
礼
所
大
龍
寺
の

下
の
民
宿
に
勤
め
出
し
て
十
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
い
ろ
ん
な
人
と
い
ろ
ん
な
”
出

会
い
“
が
あ
り
ま
し
た
。
北
は
北
海
道
、
南

は
沖
縄
、
ま
た
外
国
の
方
、
有
名
人
と
、
本

当
に
い
ろ
ん
な
人

が
四
国
巡
礼
に
来

ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
お
遍
路
さ
ん

に
、
い
ろ
ん
な
事

を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
一

番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
が
、
食
前

食
後
の
こ
と
ば
で
す
。

　
「
食
前
の
こ
と
ば
―
一
粒
の
米
に
も
万
人

の
労
苦
を
思
い
、
一
滴
の
水
に
も
天
地
の
恩

徳
を
感
謝
し
、
有
難
く
頂
き
ま
す
。」「
食
後

の
こ
と
ば
―
今
す
で
に
有
難
き
食
を
受
け
、

力
身
に
満
つ
、
願
わ
く
ば
身
を
養
い
、
心
を

修
め
、
報
徳
の
通
に
い
そ
し
み
ま
す
。
ご
馳

走
様
で
し
た
。
南
無
大
師
遍
照
金
剛
。｣

　

今
ま
で
何
げ
な
く
食
事
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
ん
な
深
い
こ
と
ば
を
知
り
、
自
然

に
感
謝
し
、
お
米
を
作
っ
て
下
さ
っ
て
い
る

農
家
の
方
に
改
め
て
感
謝
の
念
を
抱
か
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
巡
り
方
に
も
い
ろ
い
ろ
で
、
車
、
バ

ス
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
、
タ
ク
シ
ー
と
四
国

八
十
八
ケ
所
を
巡
る
手
段
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
で
き
た
ら
歩
い
て
巡
っ
て
こ
そ
感
じ
ら

れ
る
自
然
の
息
吹
や
土
地
の
文
化
、
人
の
情

け
と
い
う
も
の
に
出
会
え
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
ま
た
四
国
遍
路
を
す
る
動
機
は
何
で

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
悩
み
を

克
服
す
る
た
め
、
ま
た
仕
事
を
退
職
し
て
一

区
切
り
つ
け
た
い
人
、
若
い
人
だ
っ
た
ら
将

来
に
向
け
て
体
験
し
、
何
か
を
つ
か
み
た
い

人
な
ど
…
何
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
四
国
徳
島
に
生
ま
れ

育
っ
た
の
だ
か
ら
一
度
は

体
験
し
た
い
も
の
で
す
。

思
い
た
っ
た
ら
す
ぐ
実
行

で
す
ね
。

　

私
も
二
年
前
に
主
人
と

車
で
回
り
ま
し
た
。
今
度

は
で
き
た
ら
歩
い
て
回
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

四
国
遍
路
を
し
た
ら
何
ら

か
の
ご
利
益
が
あ
る
よ
う
で
す
。
人
と
の
ふ

れ
あ
い
、
特
に
心
の
ふ
れ
あ
い
、
道
を
尋
ね

な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
を
通
じ
て
の

学
び
、
積
極
的
に
そ
の
土
地
の
人
や
、
他
の

遍
路
の
人
に
話
し
か
け
て
み
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
岩
崎
寛
和
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

楠根町　

福岡由利子さん

413

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

阿
南
川
柳
会
会
長

喜
多　

倉
吉　

選

短
　
歌



広報 あなん 平成 21年（2009）2月 1日〈第 607 号〉17

（
前
々
号
の
続
き
）

第
二
十
二
突
撃
隊
司
令
海
軍
大
佐
阿

部
茂
の
手
記
抄
録

　

或あ
る

夜よ

、
私
は
夢
を
見
た
。
敵
の
飛

行
機
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
飛
ん
で
く
る
が

こ
れ
を
打
ち
落
と
す
兵
器
が
我わ
が

方ほ
う

に

無
い
。
私
は
地じ

団だ
ん

駄だ

ふ
ん
で
「
あ
れ

を
に
ら
み
落
と
せ
ー
」
と
大
声
で
叫

ん
だ
つ
も
り
で
目
が
覚
め
た
。
何
と

も
悲
壮
な
夢
で
は
あ
っ
た
。

　

八
月
四
日
作
戦
会
議
で
大
阪
警
備

府
へ
行
っ
た
が
、
そ
の
時
広
島
市
が

爆
撃
さ
れ
一
瞬
に
し
て
焦
土
と
化
し

た
こ
と
を
知
っ
た
。
恐
ら
く
核
爆
発

に
よ
る
新
型
爆
弾
だ
ろ
う
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
帰
途
、
列
車
の
中
で
ひ

ど
い
や
け
ど
を
し
た
母
子
の
哀
れ
な

姿
を
見
た
。
そ
れ
が
広
島
で
の
被
災

者
と
知
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
非
人
道

的
な
や
り
方
に
限
り
な
い
憤
り
を
覚

え
た
。

　

こ
の
後
待
ち
か
ね
た
魚
雷
艇
四
隻

が
や
っ
と
到
着
し
た
。
魚
雷
も
他
の

兵
器
も
ま
だ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

隊
員
の
士
気
が
大
い
に
上
が
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

終
戦

　

八
月
十
五
日
、
指
揮
官
参
集
せ
よ

と
の
電
報
で
、
私
は
魚
雷
艇
に
乗
り

紀
伊
水
道
を
渡
っ
た
。
敵
の
飛
行
機

が
見
え
る
と
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

白
波
を
立
て
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
が
ら
田
辺
に
着
い
た
。
田
辺
か
ら

は
司
令
官
一
行
と
車
で
大
阪
警
備
府

へ
向
か
っ
た
。

　

警
備
府
の
会
議
室
内
は
異
様
な
空

気
が
漂
っ
て
い
た
。
や
が
て
先
ず
以

外
に
も
天
皇
陛
下
の
玉
ぎ
ょ
く

音お
ん

放
送
を
聞

か
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
岡
長

官
か
ら
終
戦
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
一

同
あ
然
と
し
て
声
も
な
か
っ
た
。

　

あ
あ
、
か
く
も
戦
争
は
終
わ
っ
た

の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
厳
粛
な
事
実
で

あ
っ
た
。

　

私
は
帰
隊
を
急
い
だ
。
徳
島
航
空

隊
司
令
藤
野
寛
大
佐
が
帰
り
の
飛
行

機
を
伊
丹
飛
行
場
に
待
た
せ
て
あ

る
と
聞
い
て
こ
れ
に
便
乗
さ
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。
操
縦
員
は
若
い

中
尉
で
あ
っ
た
が
、
も
う
終
戦
の
ラ

ジ
オ
放
送
を
聞
い
て
悲
憤
の
涙
と
共

に
か
な
り
の
酒
を
飲
ん
で
い
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

徳
島
か
ら
汽
車
便
で
小
勝
島
へ

帰
っ
た
。
隊
員
は
小
勝
島
基
地
に

二
五
〇
名
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
総
員

集
合
し
、
玉
音
放
送
の
と
お
り
終
戦

に
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
、
別
に
電
信

で
送
ら
れ
て
来
た
「
陸
海
軍
人
に

賜
っ
た
詔
勅
」
を
奉
読
し
た
。
私
は

最
後
の
訓
示
を
し
た
が
、
涙
を
こ
ら

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

下
士
官
兵
に
対
し
て
は
す
ぐ
に
海

軍
大
臣
の
指
令
に
従
っ
て
給
料
、
衣

糧
の
支
給
を
急
ぎ
、
用
意
が
出
来
次

第
、
次
々
に
解

※

員
し
て
家か

郷き
ょ
うへ

帰
ら

せ
た
。
解
員
は
整
然
と
行
わ
れ
た
が
、

下
士
官
兵
の
大
部
分
が
応
召
兵
で
分

別
の
あ
る
年
配
者
だ
っ
た
か
ら
で
も

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
夜
二
人
の
若
い
士

官
が
私
の
と
こ
ろ
へ
来
て
魚
雷
艇
で

沖
縄
へ
突
っ
込
ま
せ
て
下
さ
い
と
興

奮
し
な
が
ら
言
う
の
だ
っ
た
。
穏
や

か
に
さ
と
し
て
引
き
取
ら
せ
た
。

　

次
の
日
分
遣
隊
員
や
倉
橋
島
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
若
年
兵
た
ち
が
続
々

と
到
着
し
、
隊
員
数
は
千
名
を
超
す

に
至
っ
た
。
一
同
を
集
め
て
訓
示
し

解
員
帰
郷
を
急
が
し
た
。

　

船
艇
、
兵
器
、
装
備
一
切
を
連
合

軍
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
り
、
九
月

に
な
り
徳
島
進
駐
の
米
軍
調
査
団
が

小
勝
島
へ
や
っ
て
き
た
。
有
名
無
実

に
近
い
我
が
部
隊
の
状
況
を
連
合
軍

は
承
知
し
て
い
た
も
の
と
み
て
、
来

た
の
は
陸
軍
少
佐
と
軍
曹
の
二
人
だ

け
だ
っ
た
。

　

島
の
棧
橋
前
ま
で
少
佐
を
出
迎
え

た
。
少
佐
は
着
く
な
り「
グ
ッ
ド
モ
ー

ニ
ン
グ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
」
と
言
っ
て

手
を
差
し
の
べ
て
き
た
。

　

私
は
少
佐
を
案
内
し
、
軍
曹
と
私

の
部
下
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
リ

ス
ト
を
見
な
が
ら
立
ち
会
い
点
検
し

て
回
っ
た
が
、
何
し
ろ
魚
雷
艇
の
外

に
は
目
ぼ
し
い
兵
器
も
な
か
っ
た
の

で
短
時
間
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
数
日
後
、
私
は
少
佐
か
ら
の

電
話
で
徳
島
市
内
眉
山
の
進
駐
軍
事

務
所
に
招
か
れ
て
思
い
も
よ
ら
ぬ
昼

食
の
接
待
を
受
け
た
。
二
人
の
会
話

は
旧
知
の
間
柄
の
よ
う
に
し
ば
し
楽

し
い
時
を
過
ご
し
た
。

　

九
月
十
五
日
第
二
十
二
突
撃
隊
は

解
隊
と
な
り
、
士
官
の
大
部
分
は
解

任
さ
れ
た
が
司
令
ほ
か
科
長
ク
ラ
ス

は
連
合
軍
へ
物
件
引
渡
し
の
完
了
す

る
ま
で
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
一
月

二
十
、二
十
一
日
に
引
渡
し
が
無
事

完
了
し
た
。

　

私
は
十
一
月
二
十
二
日
橘
湾
小
勝

島
に
別
れ
を
告
げ
て
出
発
し
大
阪
警

備
府
、
さ
ら
に
海
軍
省
へ
出
頭
し
て

任
務
報
告
し
た
。

　

か
く
て
私
の
二
十
七
年
に
わ
た
る

海
軍
時
代
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

後
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
奉
職
履
歴

の
末
尾
に
「
昭
和
二
十
年
十
一
月

二
十
九
日
予
備
役
被
仰
付
」
と
記
入

さ
れ
て
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

	（
完
）

※
海
軍
で
召
集
を
解
除
す
る
こ
と
。

その36

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯
浅  

良
幸

　
　
小
勝
島
海
軍
特
攻
基
地
（
五
）



阿南図書館　　☎23-2020
【開館時間】　平日　午前９時〜午後６時
　土・日　午前９時〜午後５時
【休館日】　２日・９日・11日・16日・23日・27日
【おはなしひろば】　「おはなしひろば	・ひまわり」主催
　１日・８日・15日・22日
　午後２時	〜３時			図書館２階・和室
【ぴよちゃんくらぶ】　12日・26日

那賀川図書館　　☎42-3111
【開館時間】　午前10時〜午後６時
【休館日】　２日・９日・11日・16日・23日・27日
【ボランティアからのお知らせ】
・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　2月はお休みです。　
・学生ボランティアによるピアノ演奏
　毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）
　図書館エントランスホール
【おはなし会】　−おはなしのポケット主催−
　１日・８日・15日・22日　
　午前11時〜　図書館	おはなしコーナー
【市民ギャラリー】　−入場無料−
　「掛軸と遊ぶ展」　林　英子
　２月12日㈭〜24日㈫
　色紙や新聞紙などの身近にある素材や昔の着物を
使って表装した掛軸など約 30点を展示します。ぜひご
来場ください。
　

羽ノ浦図書館　　☎44-2100
【開館時間】　午前10時〜午後６時
【休館日】　２日・９日・16日・17日・23日・27日
【おはなし会】　７日・14日・21日・28日	
　毎週土曜日	午後２時〜　図書館	おはなしコーナーにて

市立図書館から、
今月号のおすすめのこの一冊

「復讐プランナー（14歳の世渡り術）」
　　あさのあつこ／著　　河出書房新書／出版

　人気作家あさのあつこが、今
どきの中学生のいじめ現場を
描いている。親友をかばったこ
とから逆にいじめのターゲット
にされてしまった中一の雄哉
は、いじめを目撃していた先輩
から「復讐計画」を提案される。
それは「復讐ノート」を書くこ
と。思いつくままに復讐方法を
書き、実現可能な順に並べて具
体化していく。この計画は決し
て本物の復讐ではなく、いじめ
を受けた時「自分で自分を追い
込まないこと。絶望しないこと。自棄にならないこと。自分
を保つこと。」を考える素材なのだ。これらは現実の問題は
解決しないが、今実際に友人関係で悩んでいる人にとっては
息抜きになるのかもしれない。
　巻末に復讐プランナー参考図書に案内付き。考える力がつ
く１冊です。

   巡回日（曜日）     駐　車　場　所    　 時　間

2月 3日㈫

　 ４日㈬

　 ６日㈮

中央病院阿南荘前
老人ホーム福寿荘
王子製紙社宅前
新野西小学校前
新野公民館前
新野駅前
加茂谷中学校前
加茂谷幼稚園前
大野公民館前

13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～15：30
13：00～13：30
13：45～14：20
14：30～15：00
12：50～13：20
13：40～14：20
14：30～15：00

　 　 10日㈫

　 13日㈮

　 17日㈫

　 19日㈭

　 24日㈫

　 25日㈬

　 26日㈭

福井中学校前
旧福井南小学校前
桑野コミュニティーセンター前
山口分館前
上中分館前
大潟分館前
見能林公民館前
椿公民館前
椿泊保育所前
長生公民館前
宝田公民館前
橘町井内新聞店前
阿南県営住宅前

12：50～13：30
13：45～14：15
14：10～14：40
14：50～15：20
14：20～15：00
14：00～14：30
14：40～15：10
13：45～14：15
14：30～15：00
13：30～14：00
14：10～14：40
13：50～14：30
14：40～15：10

移動図書館 ｢わかたけ号｣ 巡回日程表

   巡回日（曜日）     駐　車　場　所    　 時　間

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南図書館　☎23－2020
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放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
㈯
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
徳
島
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
―
６
０
２
―

０
１
５
１
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

２
．
１
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
。（
月
額
５
８
，
５
７
０
円
～

１
０
８
，
０
０
０
円
）

３
．
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
。（
月

額
２
９
，
２
９
０
円
～
５
４
，
０
０

０
円
）

問
い
合
わ
せ
は　

独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構　

徳
島
支
所

（
☎
０
８
８
―
６
３
１
―
７
７
９
９
）

へ
　

児
童
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
来
年

度
か
ら
休
校
す
る
新
野
西
小
学
校
の

休
校
式
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

式
典
終
了
後
は
県
警
音
楽
隊
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
演
奏
や
児
童
に
よ

る
学
習
発
表
会
を
行
う
予
定
で
す
。

卒
業
生
等
、
一
般
の
方
の
ご
参
加
も

自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
20

日
ま
で
に
新
野
西
小
学
校
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の
所

有
者
、
管
理
者
及
び
共
聴
設
備
の
管

理
・
運
営
等
に
携
わ
る
方
々
を
対
象

に
、
共
同
受
信
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

日　

時　

２
月
18
日
㈬
午
後
２
時
～

日　

時　

３
月
８
日
㈰
午
後
１
時
～

場　

所　

新
野
西
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
は　

同
校
（
☎
36
―

２
１
０
７
）
へ

■
交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
付
け

に
つ
い
て

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金
が

無
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
サ
ー
ク
ル

の
会
員
募
集
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

秘
書
広
報
課
に
原
稿
を
持
参
す
る

か
、
郵
送
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
等

を
目
的
と
す
る
記
事
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
紙
面
の
関
係
上
、

原
稿
を
要
約
、
調
整
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。（
連
続
掲
載
は
不
可
。）

原
稿
締
め
切
り　

３
月
号
は
、
２

月
５
日
㈭
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

原
稿
送
付
先　

〒
７
７
４
―
８
５

０
１　

阿
南
市
秘
書
広
報
課

（
☎
22
―
１
１
１
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―

４
０
９
０
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
お
子
様
。

貸
付
金
額

一
時
金
：
１
５
５
，
０
０
０
円
、
毎

月
：
２
０
，
０
０
０
円
、
入
学
支
度

金
：
４
４
，
０
０
０
円

返
済
期
間　

中
学
卒
業
後
20
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場
合

は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

■
重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

に
つ
い
て

対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
・
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損

傷
し
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た

め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必

要
な
状
態
で
あ
る
方
。

支
給
金
額

１
．
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の
う

ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診
断
書
」
で

症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
。（
月
額
６
８
，
４
４
０

円
～
１
３
６
，
８
８
０
円
）

自
動
車
事
故
に
よ
る
交
通
遺
児

及
び
重
度
後
遺
障
害
者
の
方
へ

新
野
西
小
学
校

休
校
式
の
ご
案
内

都
市
受
信
障
害
対
策
共
同
受

信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
に
つ
い
て
の
説
明
会
・

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば
へ
の

掲
載
に
つ
い
て

▲明治８年に創立された同校は、今までに1,150人もの卒業生を送り出し、
地域住民の拠り所であった。また同校周辺の桑野川に生息する希少淡水魚オ
ヤニラミは徳島県の天然記念物に指定されており、児童たちによって１０年余
りにもわたる保護育成活動が行われるなど、内外から高い評価を得ている。
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放
送
大
学
４
月
生
募
集

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

※
入
場
無
料

※
２
月
12
日
㈭
ま
で
に
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

四
国
総
合
通
信
局　

情
報
通
信
部

放
送
課
（
☎
０
８
９
―
９
３
６
―

５
０
３
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
―

９
３
６
―
５
０
１
４
、
電
子
メ
ー
ル

shikoku-catv@
rbt.soum

u.go.jp

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

shikoku-bt.go.jp/

）
へ



 車種　全血車   
※移動採血車での献血は市内では400mlのみの実施となっております。 
※車種の「全血」は全血献血専用車となっており、成分献血はできません。
※身分証明による本人確認にご協力ください。（運転免許証・保険証など）
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。 

《献血に関するお問い合わせ》
◎徳島県赤十字血液センター （☎088-631-3200）
◎徳島県南部総合県民局保健福祉環境部阿南庁舎（☎22-0072）
◎阿南市保健センター   （☎22-1590）

19日㈭

23日㈪

25日㈬

フジグラン阿南店

バイオ科学㈱

国土交通省四国地方整備局
那賀川河川事務所

㈱ヤンマー農機四国阿南支店

領家町

那賀川町

領家町

内原町

10:00～16:30

  9:30～11:00

  9:30～11:00

11:45～13:15

日・曜 献血場所 採血時間所在地
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献血実施一覧２月

「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
お

う
！
～
心
を
元
気
に
！
～
」

　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
呼
ば
れ
る
現

代
社
会
、
そ
の
中
で
生
活
し
て
い
る

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
う
え
で
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ト
レ

ス
は
溜
ま
り
す
ぎ
る
と
心
身
に
悪
い

　

わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は

が
ん
で
あ
り
、
死
亡
者
総
数
の
約
３

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

が
ん
で
命
を
お
と
さ
な
い
た
め
に
も

早
期
発
見
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　

今
年
度
、
日
程
を
追
加
し
て
臨
時

の
が
ん
検
診
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
受

け
く
だ
さ
い
。

■
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

日　

時　

２
月
10
日
㈫

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
10
時

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

内　

容　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

■
婦
人
が
ん
検
診

日　

時　

２
月
22
日
㈰

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
10
時

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

内　

容　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診

※
乳
が
ん
検
診
の
み
予
約
が
必
要
で

す
。（
定
員
40
名
）

※
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
２
年

に
１
回
の
検
診
で
す
。

持
っ
て
く
る
物　

受
診
券
・
健
康
手

帳申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

影
響
を
引
き
起
こ
す
厄
介
な
存
在
。

住
職
の
心
温
ま
る
お
話
を
聴
い
て
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
ヒ
ン
ト

を
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？	

日　

時　

２
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

福
島　

誠
浄
先
生
（
万
福

寺
住
職
）　

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会

が
ん
検
診

「
や
せ
た
い
人
の
た
め
の

料
理
教
室
」
受
講
生
募
集

新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

羽
ノ
浦
公
民
館

（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

椿
公
民
館

大
潟
会
館

大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

那
賀
川
社
会
福
祉
会
館 

（
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
）

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

４
日
㈬

３
日
㈫

と 

き

と
こ
ろ

９
日
㈪

13
日
㈮

17
日
㈫

23
日
㈪

25
日
㈬

達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室

時　

間　

新
野
・
桑
野
・
福
井
・
中

野
島
・
椿
・
大
野
・
那
賀
川
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１

時
30
分
～
３
時
で
す
。

内　

容　

血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康

相
談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
「
美

味
し
い
お
茶
で
憩
い
の
ひ
と
時
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
抹
茶
を
い
た
だ
き
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
、
心
も
体
も
元
気
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

対　

象　

市
内
在
住
の
40
～
64
歳
ま

で
の
方

日　

時　

２
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
２
時
頃

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

募
集
人
数　

約
25
人
（
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。）

内　

容　
「
す
ぐ
実
践
で
き
る
！
や

せ
る
た
め
の
食
事
の
方
法
」
講
義
と

調
理
実
習
（
11
月
11
日
に
行
わ
れ
た

内
容
と
同
じ
で
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

２
月

12
日
㈭
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ
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健
康
体
操
教
室

　

運
動
制
限
の
な
い
方
で
し
た
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
で
す
。

※
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
健
康
手

帳
（
な
い
方
は
交
付
し
ま
す
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

対　

象　

40
～
64
歳

や
せ
た
い
人
の
た
め
の

健
康
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

日　

時　

２
月
27
日
㈮
（
原
則
毎

月
第
４
金
曜
日
）
午
前
10
時
30
分

～
正
午

会　

場　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

関
本
真
美
先
生
（
健
康

運
動
指
導
士
）

対　

象　

65
歳
以
上

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

日　

時　

２
月
６
日
㈮
（
毎
月
第

１
金
曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分会　

場　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

井
上　

澄
先
生
（
健
康

運
動
指
導
士
）

対　

象　

65
歳
以
上

す
こ
や
か
若
返
り
体
操
～
65
歳
か

ら
は
じ
め
る
介
護
予
防
～

日　

時　

２
月
６
日
・
13
日
・
20

日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会　

場　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

武
市
美
津
子
先
生
（
健

康
運
動
指
導
士
）

対　

象　

65
歳
以
上

肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝
痛
の
予
防
と

軽
減
～
一
人
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
で
き
る
体
操
を
学
ぼ
う
～

日　

時　

２
月
10
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時

会　

場　

ひ
ま
わ
り
会
館

講　

師　

鶯　

春
夫
先
生
（
徳
島

県
理
学
療
法
士
会
副
会
長
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

　ノロウイルスによる食中毒は１年を通して発
生しますが、特に冬に流行します。自然界では
増殖できませんが、人の腸内で増殖し、ごく少
量の感染でも発生します。

■こんなことに気をつけましょう。
①調理前、食事の前やトイレの後などには十分に手
　を洗いましょう。
②十分に加熱すれば滅菌することができます。（食品
　の中心温度 85℃以上で１分以上加熱）
③カキなどを調理した際は、水などがはねて他の調
　理器具が汚染されないように配慮し、また調理器
　具は使用後、洗浄・殺菌（85℃以上の熱湯で 1 分
　以上の加熱か塩素系漂白剤による殺菌）が有効で
　す。

　症状が治まっても 2 ～ 3 週間は糞便中に
ウイルスを排泄しています。感染者の吐物や
便の処理をする場合は、マスク・手袋をし、
汚染を受けた物はよく消毒をしましょう。

　手洗いは予防の基本です。正しい手洗いを
しましょう。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎に
気をつけましょう。

食中毒に負けない体をつくろう！
栄養バランスのとれた食事や
規則正しい生活を心がけましょう

問い合わせは　保健センター（☎ 22− 1590）へ

《
２
月
の
日
程
》

13
日
㈮　

新
野
公
民
館

18
日
㈬　

長
生
公
民
館

25
日
㈬　

福
井
公
民
館

27
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
３
日
㈫
、
４
日
㈬
、

６
日
㈮
、
10
日
㈫
、
17
日
㈫
、
20
日

㈮
、
24
日
㈫
で
す
。

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
課

（
☎
22
―
１
５
９
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈪　

お
に
の
お
面
作
り

６
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

食
事
会

９
日
㈪　

発
育
計
測
＆
育
児
相
談

12
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

13
日
㈮　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ

　
　
　
　

作
り

16
日
㈪　

臨
時
休
園

17
日
㈫　

発
育
計
測

19
日
㈭　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

20
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

23
日
㈪　

お
誕
生
会

25
日
㈬　

お
店
ご
っ
こ

26
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開　

園　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
は　

那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５
―
38
―

１
１
６
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》　

３
日
㈫
・
27
日
㈮

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
接
種
間
隔
は
、
６
週
間
以
上
あ
け

た
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
―
１
５
９
０
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
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　徳島県の子どもは「肥満」気味、そんな記事が
新聞に掲載されていました。ご存じのように徳
島県は、最近まで糖尿病死亡率が全国ワースト
１位でした。子どもの肥満は、その予備群なのか
もしれませんね。
　原因の一つとしてあげられるのは、大人も子
どもも体を動かすことが少ないことだといわれ
ています。子どもの生活を見ても移動が車で
あったり、遊びもテレビを見たり、ゲームであっ
たりです。特に寒い今の時期はそうなりがちで
す。　　　　　　
　しかし、本来、子どもは体を動かすことが好き
です。少しくらい寒くても外に出て、体を動かし
てみましょう。近くへのお出かけなら、がんばっ
て歩いてみましょう。大人が億劫がらずに体を
動かすことが、子どもが運動する機会をつくる
ことになります。“子どもの体作りは、親の行動
にかかっている！”のです。

学校教育課

徳島県の子どもは
「肥満」気味！！

ひとことメモ子育ての 

心

対
象
者　

阿
南
市
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
保
護
者
の
方

場　

所　

ひ
ま
わ
り
会
館

親
子
で
阿
波
踊
り
体
操

日　

時　

２
月
17
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
30
分

内　

容　

お
子
様
と
一
緒
に
阿
波

踊
り
体
操
を
し
て
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
し
ま
し
ょ
う
。

母
と
子
の
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー

日　

時　

３
月
12
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分

内　

容　

愛
情
を
も
っ
て
オ
イ
ル

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
で
お
子

様
に
安
心
感
を
与
え
信
頼
関
係
を

築
き
ま
す
。「
食
育
」
と
「
触
育
」

を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象
児　

３
ヵ
月
～
５
歳

申
込
期
間　

各
教
室
と
も
２
月
２
日

㈪
か
ら
随
時
受
け
付
け

定　

員　

各
教
室
15
組
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

参
加
料　

各
教
室
１
組
５
０
０
円

※
各
教
室
と
も
託
児
を
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

㈳
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
23
―
２
６
３
０
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
子
育
て
事
業

親
子
教
室
「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　
　
（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
「
マ
イ			

　
　
　
　

三
方
作
り
」

６
日
㈮　

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
さ

　
　
　
　

ん
に
よ
る
身
体
計
測

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

10
日
㈫　

ゆ
か
い
な
あ
そ
び

13
日
㈮　

手
遊
び
を
し
よ
う

17
日
㈫　

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う

20
日
㈮　

お
は
な
し
を
き
こ
う

24
日
㈫　

お
も
し
ろ
紙
あ
そ
び　
　

27
日
㈮　

お
誕
生
会

子
育
て
サ
ー
ク
ル
み
ど
り
の
木
よ
り

　
「
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

時　

間　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
２

時《
子
育
て
相
談
日
》

２
日
㈪
・
10
日
㈫
・
19
日
㈭

問
い
合
わ
せ
は　

親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44
―
５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　
　
　
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

保
健
師
さ
ん
を
お
招
き
し

　
　
　
　

て
お
話
と
相
談

10
日
㈫　

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

17
日
㈫　

人
形
劇
（
お
は
な
し
ポ　

　
　
　
　

ケ
ッ
ト
）									

24
日
㈫　

お
誕
生
会

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　

所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
在
宅
の
親

子
の
方
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42
―
０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
（
橘
保
育
所
）

《
２
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

歌
っ
て
遊
ぼ
う

６
日
㈮　

リ
ズ
ム
遊
び
を
し
よ
う

10
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

13
日
㈮　

橘
保
育
所
園
児
と
の
交
流

　
　
　
　

会

17
日
㈫　

手
遊
び
を
し
よ
う

20
日
㈮　

子
育
て
講
座

24
日
㈫　

お
誕
生
会

27
日
㈮　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日　

時　

毎
週
月
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
２
時

30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
は　

橘
保
育
所
（
☎
27

―
１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　

講
師
：
広
井
路
代
先
生

　
　
　
　
（
各
自
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

　
　
　
　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※
参
加
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　

で
す
。

10
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

17
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト　

24
日
㈫　

お
誕
生
会

※
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
支
援
セ
ン

タ
ー
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21
―
２
０
０
２
）
へ

阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り



※相談は無料です。予約が必要なものもありますので
　くわしくは直接各担当課までお問い合わせください。２月の相談日

※変更の場合があるので直接または中央病院に電話でお問い合わせください。

人口と
世帯数

医 療 機 関 名 所 在 地 問い合わせは日
1
8
11
15
22

阿南医師会中央病院内 
けんなんメンタルクリニック 
松﨑内科医院　 
阿南医師会中央病院内 
宮本内科明治橋診療所 

宝田町
日開野町
中大野町
宝田町
羽ノ浦町

☎22-1313
☎23-6522
☎23-5778
☎22-1313
☎44-3700

◇日曜・祝日診療所 ◎今月の市税◎今月の市税◎今月の市税

人口と
世帯数

◇スポーツ施設休館日
サンアリーナ
那賀川スポーツセンター
羽ノ浦健康スポーツランド

2・9・16・23日
4・12・18・25日
2・9・16・23日

人　口
男
女

世帯数

78,818
38,065
40,753
28,834

（-20）
（-9）
（-11）
（+28）

●問い合わせは●  納税課（☎22－1792）へ

市税の納付は、安全で便利な口座振替で！
（申込みは、金融機関・郵便局の窓口でお願いします）

●市税日曜窓口は、2月22日㈰です。

市税の納め忘れはありませんか？
今一度、確認をお願いします。

（ ）
内
は
前
月
対
比

平 成 2 0 年
12月末日現在

市役所市民相談室
午前9時30分～
　　　11時30分

市民生活課
　　　　　☎22－1116

日 （ 曜 日 ） 時　　間 場　　　所 問 い 合 わ せ は

行 政 相 談

　 相 　 談 　

ひまわり会館午後1時～3時
市民生活課
　　　　　☎22－1116消 費 相 談

ひまわり会館午後1時～3時
市民生活課
　　　　　☎22－1116登 記 相 談

市民会館内
社会福祉協議会

午前10時～
　　　　午後3時

社会福祉協議会
　　　　　☎23－7288心配ごと相談

新野住民センター
午前10時～
　　　　午後3時

社会福祉協議会
　　　　　☎23－7288

出前心配ごと
相 談

椿公民館
市役所分庁舎３０１会議室

午後1時30分～
　　　　　　4時

人権啓発課
　　　　　☎22－3094特設人権相談

市役所分庁舎301会議室
午後1時30分～
　　　　　　4時

人権啓発課
　　　　　☎22－3094人 権 相 談 所

ひまわり会館午前10時～11時
保健センター
　　　　　☎22－1590健 康 相 談

ひまわり会館
午前10時～11時
　　　　  要予約

保健センター
　　　　　☎22－1590栄 養 相 談

市役所農業委員会事務局
午前8時30分～
　　　　午後5時

農業委員会事務局
　　　　　☎22－3790

市商工業振興センター
午前9時30分～
午後4時　要予約

徳島南社会保険事務所
　  ☎088－652－1511年 金 相 談

市民会館内２階相談室

午後1時～5時
　　　　  要予約 男女共同参画室分室

　　　　　☎22－0361
女性の生き方
何 で も 相 談 午後1時～4時

　　　　  要予約

市役所市民相談室
午後1時30分～
4時30分  要予約

市民生活課
　　　　　☎22－1116法 律 相 談

農 業 者 年 金
相 談

3・10・17・24日㈫

5・19日㈭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13・27日㈮

27日㈮

2・9・16・23日㈪

9日㈪

12日㈭

10日㈫

6日㈮

26日㈭

16日㈪

26日㈭

3・10・17・24日㈫

5・19日㈭
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第34回
あなんの巨木

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

道幅いっぱいに進むだんじりの操作は熟練な舵取りが求められる。

轟神社境内の樟の群生（新野町）
　社殿を囲む10株の大樟は樹齢700年以上を伝承。樹相は、東西約50
ｍ、南北約42ｍに及び、まるで緑のドームに入っている気分に浸れる。

大宮八幡神社境内の大樟（福井町）
　株元に年月を感じる社殿の大樟は樹齢2000年と伝承。隆起した株元が迫力を出している。

八幡神社境内のイヌマキの群生林（黒津地町）
　常緑の高木のイヌマキが24本。このうち木の回り２mを超す巨木が
７本ある。樹齢200年と言われ、樹勢も良好で10月頃には花実が熟す。

御水大師の大杉（新野町）
　「逆杉」といわれ伝承樹齢約1000年。高さ約31ｍ、幹回り約6.6ｍの大杉は、見上げて
も杉のてっぺんははるか先である。

春日神社のタブノキ（横見町）
　推定樹齢400年のタブノキの巨木は県下一。高さ約14ｍ、根周り
約11.2ｍで、傘状を呈した樹観は見事である。

中原八幡神社のタブノキ（上中町）
　地上５ｍまでは真幹で、それより３本に分かれている。幹はやや東に傾き、推定樹齢
300年。大きく四方に伸びて遠方からでも枝の広がりが見られる。

市内には、長い年月を経て今に至る大きな木が不思議な魅力を漂わせ点在しています。

　搾り出すようにかすれた声で、応援のお礼を述べる米山監督。故
障者が続出し、一時は棄権することも考えたが、逆に選手たちから
走らせて欲しいと懇願されたという。何もしなかったと監督は謙遜す
るが、容易なことではのどはつぶれない。感動をありがとう。（Ｙ）

　この木なんの木気になる木～♪このハワイのモンキーポットの木に
もまさる木が阿南にも点在する。古来、神木として神社の境内など
に植えられ、地域のシンボルとして親しまれている。長い年月を経て
今に至る巨木のもつ力強さ、優しさに癒されてみては。（Ｈ）


